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明
代
の
騨
遁
制
に
お
け
る
船
隻
に
つ
い
て
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明
代
の
騨
遁
制
度
に
お
い
て
、
水
騨
が
水
上
交
通
の
便
利
な
地
黙
に
置
か
れ
、
騨
船
又
は
姑
船
と
い
わ
れ
る
船
隻
が
、
そ
の
地
黙
の
重
要
度

に
慮
じ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
、
こ
の
船
に
つ
い
て
は
と
く
に
説
明
を
要
し
な
い
が
、
高
暦
舎
典
鵬
炉
兵
部
三
騨
停
五

に
は
、
馬
快
船
と
い
う
一
項
を
設
け
て
記
述
し
て
い
る
外
、
明
代
の
記
録
に
は
、
こ
の
船
の
名
が
し
ば
し
ば
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
別

に
、
紅
船
と
か
、
馬
船
と
か
、
快
船
と
か
、
責
船
と
か
、
種
々
の
船
名
が
見
え
、
そ
の
名
に
紛
ら
わ
し
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
使
途
に
相
逼
ず

騨
遁
制
度
に
お
け
る
一
'機
関
と
し
て
判
然
た
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

る
も
の
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

馬
快
船
に
、



か
、
以
下
、
馬
'快
船
の
制
度
的
な
面
と
機
能
的
な
面
に
中
心
を
お
き
、
同
時
に
、
紅
船
・
馬
船
・
快
船
・
黄
船
な
ど
の
機
能
を
も
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
馬
快
船
と
の
関
係
を
も
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

馬
快
船
と
馬
船
・
快
船
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馬
快
船
に
つ
い
て
は
、
高
暦
曾
典
問
炉
兵
部
一
一
一
騨
停
五
馬
快
一
船
の
記
事
が
最
も
ま
と
ま

っ
て

い
る
。

ω洪
武
初
。
置
江
准
・
済
川
二
街
馬
快
船
。
南
京
錦
衣
等
衛
風
快
船
。
以
備
水
軍
征
準
之
用
。
既
建
北
京
。
途
専
以
運
迭
郊
廟
香
南
・
上
供

品
物
・
軍
需
器
伏
。
及
聴
候
差
遣
。
倶
属
南
京
兵
部
掌
管
。
輪
流
差
援
。
遇
有
損
壊。

及
夫
甲
在
逃
。
行
移
各
該
街
門
。
勾
補
修
造。

と
。
と
こ
ろ
で
、
文
中
に
見
え
る
風
快
船
と
は
控
船
隻
、
快
船
に
、
左
の
如
く
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う。

ω園
初
。
於
錦
衣
等
四
十
衛
。
造
風
快
船
九
百
五
十
八
隻
。
以
備
水
軍
征
準
。
後
止
用
供
迭
官
物
。
興
馬
船
相
粂
差
擁
。
定
擁
各
衛
軍
丁。

充
小
甲
・
人
夫
。
樟
駕
修
造
。
弘
治
十
七
年
。
裁
減
水
軍
左
衛
二
十
隻
。
十
八
年
。
又
減
各
街
多
除
在
鴇
船

一
百
五
十
隻
。
嘉
靖
二
十

一

年
。
滅
疲
徹
衛
分
三
十
三
隻
。

と
。
す
な
わ
ち
風
快
船
は
、
洪
武
年
聞
に
は
南
京
の
錦
衣
以
下
四
十
衡
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
数
は
九
百
五
十
八
隻
で
、
ま
た
皐
に
快
船
と
も
よ

ば
れ
、
そ
の
用
途
は
、
水
軍
の
征
進
、
つ
ま
り
長
江
を
主
と
す
る
水
路
上
の
防
衛
文
は
戦
闘
の
た
め
に
備
え
ら
れ
た
兵
船
と
し
て
の
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
官
用
物
資
の
験
迭
船
と
し
て
用
い
ら
れ
、
衛
所
の
兵
丁
が
乗
組
み
、
馬
船
と
い
う
船
と
と
も
に
、
そ
の
業
に
従

い
つ
つ
も
、
そ
の
数
は
次
第
に
減
っ
て
行

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
馬
快
船
に
つ
い
て
は
、
叉
、
王
世
貞
の
舜
山
堂
別

集
一
一
九
中
官
考
十
に
、
嘉
靖
九
年
九
月
に
か
け
て
、

初
。
南
京
兵
部
奉
旨
。
裁
省
諸
司
準
貢
快
船
。
南
京
守
備
太
監
頼
義
。
復
以
船
不
足
運。

具
疏
請
盆
。
詔
下
南
京
兵
部
。
向
書
王
廷
相
等

覆
奏
。
南
京
各
衡
馬
快
船
隻
。
乃
園
初
。
置
備
水
軍
征
準
鞘
重
之
用
。
大
小
責
船
。
乃
永
笑
以
来
。
奉
乗
輿
北
駐
。
及
進
貢
方
物
而
設
。

白
太
宗
都
燕
。
途
以
二
船
。
専
運
宗
廟
薦
新
及
上
供
品
物
。
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と
あ
っ
て
、
馬
快
船
は
、
、
氷
繁
以
後
は
糞
船
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
以
上
三
つ
の
引
用
文
を
通
観
す
る
と
、

馬
快
船
は
、
そ
の
用
途
で
は
、
快
船
と
同
じ
く
、
は
じ
め
は
水
軍
征
戦
の
際
に
用
い
ら
れ
る
兵
船
で
あ
っ
た
が
、
北
京
が
建
設
実
都
さ
れ
て
か

ら
は
、
郊
廟
祭
記
口
問
、
上
供
物
資
、
軍
需
品
な
ど
を
水
運
す
る
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
糞
船
と
も
似
通
っ

て
い
る
黙
は
後
述
す
る

と
し
て
も
、
馬
快
船
と
快
船
の
雨
者
は
、
ほ
ぼ
同
じ
作
業
を
し
て
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
、
強
い
て
異
る
と
こ
ろ
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
馬
快
船

が
江
准
・
横
川
の
ニ
衛
に
、
快
船
が
錦
衣
等
の
衛
に
所
属
す
る
と
い
う
、
所
管
が
違
う
と
い
う
だ
け
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
馬
快

船
は
、
ま
た
次
に
引
用
す
る
高
暦
曾
奥
の
一
文
に
見
え
る
馬
船
に
も
、
そ
の
用
途
に
お
い
て
、
一
部
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
見
出
さ
れ
る
。

即

ち
、
省
二
船
隻
、
馬
船
に
、

。。
ω園
初
。
四
川
。
雲
南
市
易
馬
蔵
。
及
鐙
夷
首
長
責
馬
者
。
皆
由
大
江
以
達
京
師
。
有
司
用
民
船
裁
途
。

洪
武
十
年
。
令
武
昌
・
岳
州
・
荊

州
・
蹄
州
各
造
馬
船
五
十
隻
。
毎
隻
定
民
夫
三
十
名
。
以
備
縛
迭
。
後
復
定
。
江
西

・
湖
底
夙
二
省
弁
直
毅
安
慶

・
寧
園
・
太
平
三
府
。

造
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馬
船
共
八
百

一
十
七
隻
。
念
撮
水
夫
二
寓
三
百
六
十
除
名
。
贋
西
全
州
・
濯
陽
願
。
造
馬
船
二
十
一
隻
。
・
余
民
夫
五
百
二
十
五
名
。
倶
隷

江
准
・
済
川
二
街
。
其
工
食
・
料
債
銀
雨
。
亦
係
原
編
省
府
徴
解
。
永
繁
以
後
。
定
都
北
京
。
逢
専
以
運
迭
官
物
。
及
聴
候
差
遣
。
弘
治

十
三
年
。
克
贋
西
全
州
井
濯
陽
勝
馬
船
・
民
夫
。@
 

と
あ
る
。
こ
の
記
事
の
前
半
は
寅
録
に
も
見
え
る
が
、
貧
録
に
は
、
ま
た
洪
武
二
十
八
年
正
月
戊
午
の
僚
に
、

置
横
川
・
江
准
二
衛
指
揮
使
司
。
轄
各
慮
馬
船
。
遁
江
上
往
来
軍
民
。

@
 

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
馬
船
が
横
川
・
江
准
二
衡
の
管
轄
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
洪
武
二
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
叉
も
揚
子
江
上
の
寧
民
の

往
来
に
も
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
但
し
こ
の
軍
民
往
来
の
用
は
便
宜
的
な
も
の
で
、
本
務
は
や
は
り
四
川
・

雲
南
の
馬
匹
の
職
廷
に
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
は
馬
快
船
と
馬
船
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
ー
ー
ー
前
者
は
戦
船
、
後
者
は
馬
匹
轍
迭
船
と
し
て
の
使
命
を
も
っ

て
い
た
が
、
そ
の
所
属
が
い
ず
れ
も
同
じ
く
江
准
・
済
川
の
こ
衛
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
永
築
年
聞
の
北
京
遷
都
後
に
は
、
共
に
官
用
物
資
の

稔
迭
に
従
っ
た
こ
と
な
ど
の
黙
で
は
、
南
者
は
頗
る
類
似
し
て
レ
る
。
そ
こ
で
先
に
引
用
し
た

ω例
制
を
見
、
さ
ら
に
、
高
暦
倉
典
問
ト
馬
快



船
に
、

川

w凡
馬
快
船
。
原
額
共
一
千
一
百
四
十
六
隻
。
嘉
靖
三
十
七
年
。
減
去
徐
敦
。
止
存
留
一
千
隻
。
何
賂
水
夫
・
丁
甲
。
通
融
捜
補
。
足
一
千

之
教
。
外
有
徐
剰
。
始
編
銀
雨
。
其
水
夫
。
太
卒
・
寧
園
・
安
慶
三
府
及
湖
廉
・
江
西
。
査
原
編
分
散
。
以
十
・
分
矯
率
。
量
減
一
分
。

と
あ
る
文
章
を
見
て
、
く
り
か
え
し
吟
味
し
て
み
る
止
、
洪
武
年
聞
に
於
い
て
は
、
馬
快
船
は
江
准
・
済
川
の
二
衡
に
置
か
れ
て
水
戟
の
た
め

に
備
え
ら
れ
た
兵
船
で
あ
っ
た
が
、
馬
船
は
、
四
川
・
雲
南
の
市
易
馬
や
鍾
夷
の
貢
馬
の
職
選
船
で
、
湖
贋
・
江
西
・
安
慶
・
寧
園
・
太
平
・

贋
西
等
の
各
地
に
命
じ
て
造
ら
せ
、
水
夫
ら
と
共
に
、
江
准
・
済
川
の
二
衡
に
隷
属
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
北
京
遷
都
後
、
雨
者
が
何

れ
も
北
京
へ
の
官
物
職
迭
船
に
轄
用
さ
れ
た
時
に
、
馬
船
の
製
造
は
、
前
述
の
各
地
の
中
、
廉
西
に
お
け
る
も
の
を
贋
し
、
馬
快
船
の
水
夫

は
、
洪
武
年
聞
に
お
い
て
馬
船
の
水
夫
や
船
隻
を
供
出
さ
せ
た
地
方
と
同
じ
地
方
か
ら
採
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
遷
都
後
の
馬

船
と
馬
快
船
と
は
ま
た
類
似
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
馬
快
船
は
南
京
錦
衣
等
の
衛
に
属
す
る
風
快
船
と
同
じ
く
、
官
物
職
迭
の
用
に

責
せ
ら
れ
た
と
い
い
、
風
快
船
は
ま
た
快
船
と
同
じ
も
の
で
、
快
船
は
馬
船
と
と
も
に
差
援
さ
れ
た
こ
と
が
、
先
に
引
用
し
た
仰
の
「
後
止
用

供
迭
官
物
。
興
馬
船
相
乗
差
援
L

の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
馬
船
・
快
船
・
馬
快
船
は
、
北
京
遷
都
後
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
任
務
に
つ
い
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
H

し
袋
一
南
京
兵
部
、
車
駕
清
吏
司
に
、

T

五
八

〔
嘉
靖
〕
二
十
一
年
題
准
。
年
例
起
運
・
進
貢
等
項
。
所
用
馬
快
船
。
不
過
四
百
隻
。

差
。
共
止
用
七
百
五
十
隻
。
今
現
在
七
百
八
十
三
隻
。
計
多
三
十
三
隻
。

と
あ
り
、
ま
た
、

-23-

七
粂
援
。

快
船
止
用
二
百
五
十
隻
。

三
年

一

〔
嘉
靖
〕
三
十
七
年
題
准
。
江
准
・
済
川
ニ
街
。
原
額
馬
船
大
小
八
百
二
十
七
隻
。
錦
衣
等
四
十
衛
快
船
八
百
隻
。
屡
鰹
奏
滅
。
見
存
馬

船
三
百
九
十
六
隻
。
快
船
七
百
五
十
隻
。

@
 

と
あ
っ
て
、
嘉
靖
年
聞
に
お
い
て
、
馬
快
船
は
四
百
隻
、
快
船
は
七
百
五
十
隻
、

然
、
こ
の
三
種
の
船
が
存
在
し
て
い
た
し
、
酷
ιr
馬
快
船
に
、

乃
至
八
百
隻
、

馬
船
は
ほ
ぼ
四
百
隻
と
い
う
よ
う
に
、

依
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寓
暦
二
年
議
准
。
南
京
快
船
。
止
存
五
百
隻
。
徐
一
百
五
十
一
隻
。
減
去
二
十

一
隻
。
終
一
百
三
十
隻
。
改
震
馬
船
。
即
以
見
在
及
添
募

水
夫
。
擁
領
捧
駕
。
併
原
額
馬
船
。
共
四
百
八
十
隻
。

と
あ
る
よ
う
に
、
高
暦
年
聞
に
お
い
て
も
、
馬
快
船
・
快
船
・
馬
船
は
、
い
ず
れ
も
従
前
通
り
に
存
在
し
、
し
か
も
快
船
の

一
部
が
馬
船
に
改

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
初
、
南
京
が
京
師
で
あ
っ
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
の
も
と
に
存
在
し
て
い
た
馬
快
船
・
快
船
・
馬
船
が
、
北

京
遷
都
後
に
、

い
す
れ
も
北
京
へ
の
官
物
撤
迭
に
従
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
長
年
月
の
聞
に
繁
質
し
て
、

一
つ
の
用
途
の
た
め
に
だ

け
必
要
な
ま
ま
に
、
船
も
た
だ
一
種
に
統
一
さ
れ
て
い
る
か
、
少
く
と
も
そ
の
方
向
に
改
め
ら
れ
て
行
く
の
が
首
然
で
あ
ろ
う
の
に
、

嘉
靖

・

高
暦
年
間
に
お
い
て
も
、
依
然
そ
の
ま
ま
三
種
が
別
種
の
も
の
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
自
慢
、
そ
の
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
特
性
を
も
っ
て
い

た
と
見
る
よ
り
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
特
性
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
次
に
は
そ
れ
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

馬
快
船
の
騨
遁
施
設
的
性
格

-24-

寓
暦
舎
典
に
よ
れ
ば
、
先
に
し
ば
し
ば
引
用
し
た
よ
う
に
、
馬
快
船
に
つ
い
て
は
、
各

一
四
九
、
兵
部
三
二
、
韓
俸
五
に
説
明
し
て
い
る
の

に
封
し
、
快
船
と
馬
船
と
に
つ
い
て
は
、
巻
一
五
八
、
兵
部
四
一
、
南
京
兵
部
、
車
駕
清
吏
司
に
記
し
て
レ
る
。
こ
の
記
述
の
分
け
方
に

つ
い

て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
中
、
馬
船
は
、
そ
の
本
来
の
使
命
で
あ
る
馬
匹
轍
迭
に
嘗
っ
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
に
は
馬
快
船
と
一
部
類
似
す
る

と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
所
属
衛
所
だ
け
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
仔
細
に
見
れ
ば
、
馬
船
は
や
は
り
馬
匹
の
縁
遠
と
い
う
本
来
の
使
命

か
ら
出
た
も
の
だ
け
に
、
そ
の
乗
組
員
は
、
湖
廉
・
贋
西
地
方
の
民
夫
で
あ
り
、
水
夫
と
い
っ
て
も
、
そ
う
い
う
一

般
民
よ
り
成
る
人
員
で
あ

っ
た
の
に
劃
し
、
馬
快
船
は
、
純
然
た
る
官
船
で
あ
り
、
乗
組
員
も
水
夫
の
上
に
丁
甲
・

軍
夫
・
夫
甲
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
黙

に
お
い
て
、
雨
者
は
や
は
り
性
格
的
に
異
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
馬
快
船
と
快
船
と
に
つ
い
て
は
、
南
者
い
ず
れ
も
官
船
で

あ
る
貼
で
は
異
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
た
だ
前
者
が
騨
俸
に
関
係
が
あ
っ
て
、
主
に
北
京
ま
で
の
長
距
離
験
迭
に
従

っ
た
の
に
針
し
、
後
者
が
主

に
地
方
か
ら
南
京
ま
で
の
短
距
離
職
迭
に
嘗
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
に
相
違
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
貧
そ
の
管
理
に
つ
い
て
み
る



と
、
既
述
の
よ
う
に
、
馬
快
船
は
江
准
・
済
川
の
二
衛
に
属
し
て
管
理
さ
れ
た
の
に
射
し
、
快
船
は
、
南
京
の
錦
衣
等
四
十
衡
に
属
し
た
こ
と

か
ら
、
右
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
引
用
し
た
馬
快
船
の
項
に
見
え
る
蔦
暦
二
年
の
議
准
と
同
じ
意

味
の
題
准
は
、

や
は
り
一
一
ト
兵
部
咽
車
駕
清
吏
司
の
快
船
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
所
に
も
、

寓
暦
-
二
年
題
准
。
南
京
錦
衣
等
街
快
船
。
見
在
六
百
五
十
一
隻
。
其
正
宵
甲
役
繁
苦
難
支
。
江
・
済
二
衡
馬
船
。
見
在
三
百
五
十
隻
。
水

手
工
食
。
向
有
鼠
除
。
以
後
快
船
裁
減
一
百
五
十
一
隻
。
内
二
十
一
隻
。
径
除
不
補
。
其
一
百
三
十
隻
。
倶
改
入
江
・
漕
二
街
。
准
馬
船

之
数
。
合
用
捧
駕
水
夫
。
即
於
見
在
夫
内
。
通
融
差
援
。
内
有
不
足
。
量
募
精
壮
人
丁
充
補
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
引
用
し
た
馬
快
船
の
項
の
記
事
を
、
さ
ら
に
詳
述
し
て
、
快
船
を
馬
船
に
改
め
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
ど

右
の
記
事
を
見
れ
ば
、
高
暦
二
年
に
お
い
て
は
、
快
船
五
百
隻
、
馬
船
四
百
八
十
隻
の
数
で
、
仙
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
馬
快
船
の
数
は

一
千
隻

で
あ
る
か
ら
、
馬
快
船
の
数
は
快
船
・
馬
船
の
合
計
数
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

叉
、
右
の
文
に
よ
る
と
、
こ
の
快
船

船
と
の
聞
に
も
、
初
め
馬
船
の
水
夫
の
徴
集
地
で
あ
っ
た
太
卒
・
寧
園

・
安
慶
の
三
府
と
江
西

・
湖
廉
地
方
が
、

の
ち
に
馬
快
船
の
水
夫
の
徴

25 -

-
馬
船
の
聞
で
は
、
水
夫
な
ど
を
互
レ
に
通
融
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
し
、
判
に
よ
れ
ば
、
馬
船
と
馬
快

集
地
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、

そ
の
聞
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
船
の
聞
に
は
、
そ
の
構
造
な
ど

に
多
少
の
相
違
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
う
著
る
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
裁
然
た
る
差
違
は
、
そ
の

構
造
の
上
に
で
は
な
く
、
各
々
の
周
途
に
求
め
る
よ
り
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
レ
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
馬
船
は
馬
匹
の
職

迭
に
嘗
る
と
し
て
も
、
馬
快
船
と
快
船
と
に
閲
し
て
は
、
先
に
引
用
し
た

ωに
明
ら
か
な
よ
う
に
、
南
船
と
も
に
、
先
に
は
水
軍
征
準
の
用
に

「
倶
属
南
京
兵
部
掌
管
。
輪
流
差
躍
。
」

供
せ
ら
れ
、
遷
都
後
は
上
供
品
な
ど
の
官
物
職
迭
に
従
い
、

異
を
認
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
ま
な
い。

し
か
し
倉
一
馬
快
船
に
は
、

t

四
九

欽
差
内
臣
・
公
・
侯
・
伯
出
外
公
幹
。

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
聞
に
差

ま
た
、

155 

如
操
江
・
鎮
守
之
類
。
麿
従
水
路
者
。

官
。
赴
各
王
府
加
封
者
。

O
在
京
大
臣
以
躍
致
仕
。
有
旨
馳
騨
還
郷
及
丁
憂
・
病
故
者
。

O
襲
封
街
聖
公
・
嗣
数
張
員
人
。
朝
観
回
還。

O
毎
年
欽
差
公
・
侯
・
伯
・
郎
中
等

凡
腔
付
馬
快
船
。
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O
南
京
内
外
官
。
準
貢
回
還
。

O
安
南
・
日
本
等
閤
使
臣
。
朝
貢
回
還
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
印
ち
馬
快
船
は
、
先
の
官
用
物
資
の
総
選
の
外
に
、
重
臣
高
官
の
行
放
、
僻
任
蹄
郷
、
忌
引
、
病

放
の
際
や
、
外
園
使
臣
の
朝
錦
、
儒
数
・
道
数
の
始
租
正
系
の
襲
封
朝
顕
の
蹄
還
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
利
用
さ
れ
る
定
め
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
馬
船
・
快
船
・
賀
船
に
は
見
え
な
い
役
割
で
あ
っ
て
み
る
と
、
馬
快
船
は
、
と
く
に
一
種
の
高
級
乗
用
船
の
役
を
果
し
て

い
た
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
三
種
の
船
、
が
、
馬
匹
や
一
般
そ
の
他
の
官
用
物
資
の
運
搬
を
主
な
使
命
と
し
た
の
に
到
し
、
馬
快
船
は
、

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
長
匝
離
乗
用
船
の
用
を
も
な
し
て
い
た
の
で
、
先
の
よ
う
に
騨
侍
の
項
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
弘
治

・
正
徳
聞
の
人
、
柴
昇
は
、

一
。
南
京
馬
快
虹
隻
。
我
太
組
一
両
皇
帝
創
業
之
初
。
設
造
此
船
。
蓋
欲
儲
備
水
戦
。
以
防
不
虞
。
防
好
禦
侮
之
深
謀
。
而
魚
保
障
江
准
之

至
計
。
宣
篤
装
運
進
貢
而
設
。
及
南
北
往
来
使
臣
之
用
也
。
後
開
我
太
宗
文
皇
帝
倍
建
北
都
以
来
。
九
服
食
・
器
用
・
工
料
財
物
。
無
不

取
給
於
南
。
而
此
船
装
裁
運
浩
之
差
。
蓋
防
於
此
。
尤
矯
不
己
。
而
非
迂
然
用
之
也
。

と
言
っ
て
い
勾
よ
う
に
、
馬
快
船
は
、
も
と
も
と
太
組
が
創
業
期
に
お
レ
て
南
京
防
衛
の
た
め
に
置
い
た
兵
船
で
あ
っ
て
、
進
貢
物
の
職
迭
や

高
官
使
臣
の
乗
用
船
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
蓮
都
後
、
そ
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
北
京
遷
都
に
よ

っ
て
長
江
防
衛
に
力
を
つ
く
す
必
要
が
薄
ら
い
だ
た
め
に
欄
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
清
の
順
治
・
康
照
頃
の
人
、
朱
之
錫
は
、

③
 

運
船
宜
整
理
疏
」
の
中
に
、
明
代
を
回
想
し
、

-26一

「
運
問

若
公
差
内
外
官
員
人
等
。
釆
坐
馬
快
船
。
或
姑
船
。
緊
急
公
務
。
就
於
所
在
騨
分
。
給
興
馬
輔
過
去
。
不
許
違
例
開
摘
。

と
言
っ
て
馬
快
船
は
騨
船
と
同
じ
よ
う
に
、
内
外
官
員
の
座
乗
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
貧
録
景
泰
五
年
正

月
己
未
の
僚
に
、

叉
南
京
馬
快
船
有
例
禁
約
。
不
許
附
細
川
私
貨
及
往
来
人
等
。
近
来
公
差
官
員
。
毎
私
乗
之
。
宜
通
行
禁
約
。

と
あ
る
に
よ
る
と
、
馬
快
船
は
禁
を
胃
し
て
官
員
が
座
乗
す
る
ほ
ど
、
乗
用
船
と
し
て
の
機
能
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



馬
快
船
の
利
用
が
右
の
よ
う
な
寅
情
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
舎
典
に
お
い
て
、
馬
快
船
を
と
く
に
騨
俸
の
項
に
お
い
て
説
明
し
て
い
る
の
は
嘗

然
で
あ
り
、
嘉
靖
二
十
一
年
の
議
准
に
よ
れ
ば
、
南
京
兵
部
が
、
馬
快
船
を
出
航
さ
せ
る
時
は
勘
合
を
交
附
し
、
活
途
の
州
豚
の
騨
遁
に
お
い

て
填
印
せ
し
め
、
京
師
に
到
っ
て
査
射
す
る
と
い
う
方
法
を
と

っ
て
い
匂
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
快
船
は
、
創
業
期
に
は
や
は
り
征
準
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

曾
血
ハ
の
記
載
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
南
京
錦
衣
衛

な
ど
と
い
う
征
戦
よ
り
も
む
し
ろ
政
治
的
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
衛
所
に
属
す
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
面
で
は
恐
ら
く
馬
快
船
よ

り
は
重
要
で
な
く
、
嘗
，初
か
ら
官
物
轍
迭
の
事
に
も
嘗
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
明
初
で
は
、
馬
快
船
は
戟
船
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の

に
劉
し
、
快
船
は
、
征
戦
に
も
官
物
職
迭
に
も
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
伺
の
中
に
、
寸
以
っ
て
水
軍
の
征
進

に
備
う
、
後
止
だ
官
物
を
供
迭
す
る
に
用
う
」
と
あ
り
、
「
後
、
止
だ
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
ま
で
も
そ
の
用
に
も
供
せ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
意
味
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
遷
都
以
後
は
、
快
一船
は
専
ら
官
物
稔
迭
に
嘗
て
ら
れ
た
に
違
い
な
く
、
柴
昇
も
、

快
船
は
そ
の
た
め
に
あ
る
の
に
射
し
、
馬
快
船
が
職
迭
又
は
乗
用
船
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
や
む
を
得
ず
や

っ
て
い
る
も
の
だ
と
し
て
い

る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
叉
、
柴
昇
は
同
じ
奏
疏
の
中
で
、

勾
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一
。
南
京
錦
衣
等
衛
快
船
。
往
来
裏
河
。
公
私
之
用
。
所
費
不
賞
。
臣
等
嘗
以
一
船
計
之
。
毎
船
夫
甲

一
十
五
名
。
取
於
京
儲
者
。
食
米

・
行
線
。
約
有
一
百
九
十
銭
石
。
取
於
沿
途
者
。
曳
迭
夫
役
。
約
用
二
百
除
名
。
臨
差
修
理
。
弁
押
運
人
員
。
百
端
需
索
。
及
南
京
至
逼

州
。
軍
三
民
七
。
挑
運
櫨
在
之
費
。
約
用
顧
寛
銀
三
・
五
十
雨
。
此
皆
出
於
随
船
甲
除
。
弁
南
京
及
逼
州
南
慮
軍
民
之
膏
血
。
逼
計
一
年

一
船
之
費
。
何
止
百
金
。

と
述
べ
て
、
馬
快
船
に
つ
い
て
は
、
使
臣
高
官
の
乗
用
船
と
し
て
の
性
格
を
論
じ
て
レ
る
の
に
封
し
、
快
船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
官
用
物
資
職

、
迭
の
業
務
に
関
し
て
何
ら
疑
い
を
挟
む
こ
と
が
な
く
、
た
だ
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
費
用
の
か
か
り
過
ぎ
る
貼
を
論
じ
て
こ
れ
が
是
正
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を
要
望
し
て
い
る
だ
け
な
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
快
船
の
職
迭
す
る
物
資
は
官
用
物
資
一
般
な
の
に
封
し
、
馬
快
船
の
取
扱
う

物
資
は
、
内
外
か
ら
の
貢
献
物
が
主
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
き
の
柴
昇
の
奏
疏
の
一
節
に
も
、
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蓋
毎
船
一
遇
差
援
。
則
公
差
内
臣
。
弁
眼
随
家
人

・
伴
嘗
。
及
投
託
無
籍
之
徒
。
便
問
甲
夫
。
遅
要
準
見
雄
物
・
針
路
船
銀
雨
。

:
・
:
更
乞

巌
禁
。
内
外
公
差
進
貢
人
員
。
不
許
威
逼
駕
船
夫
甲
。
動
要
習
船
銀
雨
。

と
あ
り
、
寅
録
成
化
十
四
年
十
一
月
乙
酉
の
僚
に
、

南
京
内
官
監
太
監
車
力
朋
進
買
運
。
有
馬
快
船
百
般
。
多
載
私
盟
。
役
民
夫
牽
挽
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
す
れ
も
馬
快
船
を
利
用
す
る
高
官
の
不
正
行
震
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
別
と
し
て
、
事
賞
、
馬
快

船
は
、
内
外
の
官
員
、
使
臣
の
乗
用
船
と
し
て
、

又
、
同
時
に
貢
献
物

・
官
用
物
資
の
総
選
船
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
主
要
な
役

割
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
そ
う
い
う
特
殊
な
役
割
を
も
つ
だ
け
に
、

叉
、
高
官
の
横
暴
な
行
魚
や
不
正
な
職
選
が
行

わ
れ
易
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

四

快
船
の
性
格
と
そ
の
運
用
法

以
上
に
よ

っ
て
み
る
と
、
馬
快
船
は
、
馬
船
は
も
と
よ
り
快
船
と
も
別
に
、
騨
俸
の
施
設
に
類
す
る
性
格
を
粂
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
が
、
正
徳
舎
血
ハ
倉
一
騨
遁
雁
付
組
例
に

一一一

若
三
司
自
委
官
。
或
承
差
人
等
。
赴
所
属
会
幹
者
。
都
司
委
官
。
水
乗
軍
衛
快
船
。
陸
行
自
備
。

と
あ

hw
賞
鏡
、
氷
繁
元
年
十
一
月
丁
亥
の
僚
に
、

定
給
騨
侍
例
。
:
:
:
若
都
司

・
布
政
司
・
按
察
司
自
委
官
弁
承
差
人
等
。
於
府
州
鯨
催
排
公
事
者
。
水
路
都
司
所
委
官
。
乗
軍
衛
快
船
。

と
あ
る
の
は
、
快
船
と
は
い
っ
て
も
、
馬
快
船
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
貫
録
宣
徳
十
年
三
月
己
卯
の
僚
に
、

宜
照
洪
武
時
例
。
各
依
衛
所
守
備
。
改
海
船
作
快
船
。
於
巷
口
哨
瞭
。
彼
此
薩
援
。
則
倭
賊
畏
儲
。
民
人
糞
安
失。

と
あ
る
の
は
、
同
じ
く
快
船
と
は
い

っ
て
も
、
倭
寵
針
策
と
し
て
の
港
口
哨
戒
の
た
め
の
警
備
船
で
、
全
く
別
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
快
船
と
い
わ
れ
る
船
の
中
に
は
、
馬
快
船
を
意
味
す
る
も
の
と
、
哨
戒
の
震
の
船
を
意
味
す
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
き
て
措
き
、
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本
来
の
意
味
の
快
船
は
ど
寸
い
う
も
の
か
。
そ
れ
は
本
稿
の
胃
頭
近
く
に
引
用
し
た

ωに
見
え
る
概
括
的
記
述
の
外
に
、
高
暦
舎
典
明
「
南
京

兵
部
、
快
船
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
こ
ろ
に
、
左
の
如
く
ま
と
め
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

凡
錦
衣
衛
等
四
十
衛
風
快
船
。
毎
十
年
一
失
。
編
審
夫
甲
。
及
修
造
差
擁
之
事
。
景
泰
元
年
。
倶
改
隷
本
部
。
七
年
添
設
本
部
主
事
一

員

専
管
。
原
額
船
九
百
五
十
工
隻
今
寅
帯
快
卒
。
毎
船
-b甲
一
名
。
軍
齢
四
名
。
嬢
船
廠
把
組
指
揮
三
員
今
二
。
造
船
廠
把
線
指
揮
三
員

，
船
五
百
隻

J

員

今

7
錦
衣
等
衛
管
船
撞
船
委
官
八
十
員
見
造
緩
廠
止
。

五
十
二
員

と
。
快
船
は
景
泰
以
後
、
南
京
兵
部
に
麗
し
、
主
事
一
員
が
そ
の
統
轄
に
嘗
り
、
援
船
・
造
船
各
廠
の
把
組
指
揮
、
援
船
委
員
等
の
官
員
を
以

っ
て
す
る
一
つ
の
組
織
を
備
え
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
較
べ
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
高
暦
の
頃
に
は
、
そ
の
名
稿

も
快
卒
船
と
な
っ
て
い
て
、
数
も
五
百
隻
と
、
ほ
ぼ
半
数
に
減
り
、
従
っ
て
闘
係
官
の
数
も
減
じ
た
の
で
、
そ
の
役
割
は
、
何
時
の
頃
か
ら
か

軽
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
先
引
の
諸
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
弘
治
年
聞
に
百
数
十
隻
が
滅
ぜ
ら
れ
、
嘉
靖
三
十
七
年
に
七
百

五
十
隻
と
な
り
、
更
に
六
百
五
十
一
隻
に
滅
り
、
そ
し
て
遂
に
蔦
暦
二
年
に
至
っ
て
五
百
隻
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
快
卒
船
の
呼
稽
に
つ
い
て

は
、
間
ι
「
馬
快
船
に
、

凡
南
京
快
卒
船
小
甲
。
例
於
南
京
錦
衣
等
四
十
街
所
飴
丁
内
。
十
年
一
編
。
隆
慶
六
年
題
准
。
照
近
年
差
数
量
編
。
何
査
歴
遁
三
年
。
全

未
出
差
。
毎
年
量
追
徐
丁
銀
六
雨
。
以
震
造
修
之
費
。
未
経
出
差
。
通
融
均
搭
定
差
。
領
船
方
許
闘
支
月
糧
。
交
船
裁
日
住
支
。

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
寓
暦
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
右
の
文
に
よ
れ
ば
、
先
に
は
錦
衣
等
四
十
衛
の
夫
甲
を
以
っ
て

十
年
一
次
の
割
で
乗
組
員
を
編
審
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
頃
に
は
徐
丁
を
以
っ
て
編
審
す
る
と
い
い
、
三
年
出
差
し
な
い
者
は
、
毎
年
銀
六
南

の
徐
丁
銀
を
醸
出
し
て
船
の
造
修
費
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
乗
組
員
の
質
の
面
で
も
、
三
年
未
出
差
の
者
も
存
在
す
る

と
い
う
利
用
の
面
で
も
、
，
次
第
に
そ
の
存
在
債
値
が
薄
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
よ
う
。

-
次
に
快
船
の
運
営
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
寓
暦
曾
奥
一
時
「
南
京
兵
部
、
便
船
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
こ
ろ
に
は
、

船
一
隻
に
は
小
甲
一
名
、
軍
儀
四
名
が
配
属
さ
れ
て
レ
た
が
、
つ
づ
レ
て
、
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嘉
靖
元
年
題
准
。
南
京
各
衛
快
船
。
除
人
カ
相
慮
。
船
隻
適
均
者
照
奮
。
其
除
量
信
用
加
減
。
毎
年
審
編
。
慣
熟
河
道
者
。
震
随
船
小
甲
。

管
領
船
隻
出
差
。
家
道
頗
過
。
或
二
三
家
探
。
名
鯖
修
船
小
甲
。
令
在
家
聴
侯
修
理
。
一
遇
援
差
。
開
具
在
船
什
物
。
告
給
印
信
批
車
。

交
付
随
船
小
甲
。
領
駕
赴
京
。
其
出
差
行
糧
。
及
臨
船
貼
差
軍
除
。
倶
令
随
船
小
甲
牧
掌
。
回
日
目
六
数
査
考
。
原
領
什
物
。
交
還
修
船
小

甲
。
如
有
故
意
賂
船
損
壊
。
及
盗
貰
什
物
者
。
参
、
迭
法
司
。
照
数
迫
陪
。
若
修
船
小
甲
。
情
願
随
船
出
差
者
聴
。

其
管
運
官
擾
害
生
事
。

許
該
船
小
甲
。
赴
内
外
守
備
告
理
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
靖
元
年
の
題
准
で
あ
る
か
ら
、
明
初
か
ら
こ
の
通
り
で
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
の
頃
に
は
、
随
船
小

甲
と
修
船
小
甲
と
が
、
前
者
は
航
行
、
後
者
は
修
船
の
た
め
に
、
毎
年
編
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
小
甲
と
は
「
二
三
家
嫌
。
名
馬
修
船
小

甲
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
快
船
の
所
属
す
る
錦
衣
等
四
十
衛
の
軍
士
で
は
な
く
、
そ
の
下
に
つ
く
使
用
人
的
な
性
格
の
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。
即
ち
右
の
文
に
つ
づ
い
て
、

〔
嘉
靖
〕
六
年
奏
准
。
凡
各
衛
快
船
小
甲
。
置
買
上
元
・
江
寧
二
豚
田
地
。
不
及
百
畝
者
。
止
寄
荘
納
糧
。
克
其
鋪
行
吏
役
。
或
有
家
責

而
無
団
地
。
亦
不
得
派
有
司
夫
役
。

'" 30一

と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
有
司
へ
の
夫
役
の
義
務
を
も
っ
た
上
元
・
江
寧
二
鯨
の
農
民
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
毎
年
編
審
さ
れ
た
り
、

嘉
靖
四
年
に
は
五
年
毎
に
査
審
更
替
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
寅
録
景
泰
元
年
八
月
壬
申
の
僚
に
、

南
京
錦
衣
等
術
駕
使
快
船
。
正
寧
既
日
月
支
米
一
石
。
及
遇
差
遁
。
叉
支
行
糧
四
斗
。
寅
魚
冗
費
。
今
後
正
軍
出
差
。
不
興
行
糧
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
衡
所
所
属
の
正
寧
が
快
船
の
駕
使
に
嘗
る
の
で
あ
る
か
ら
、
随
船
小
甲
は
、
そ
の
指
揮
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
叉
、
船

障
に
つ
レ
て
は
、
寅
録
成
化
八
年
五
月
甲
辰
の
僚
に
、

一
。
南
京
各
衛
快
船
修
造
物
料
。
近
例
以
十
分
魚
、
率
。
官
給
六
分
。
駕
船
軍
自
備
四
分
。
各
衛
所
官
。
縁
此
篤
姦
利
。
鰹
年
不
完
。
今
宜

依
嘗
例
。
於
龍
江
提
孝
司
成
造
。
以
十
年
鶏
則
。
壊
者
。
官
給
物
料
。
未
及
十
年
者
。
令
自
修
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
官
六
、
軍
四
の
出
資
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
漕
運
船
が
寧
三
、
民
七
の
出
資
を
原
則
に
し
て
い
た
の
と
較



べ
る
と
、
官
普
的
要
素
が
強
く
、
衛
所
軍
土
の
指
揮
権
行
使
も
ま
た
こ
の
線
に
副
っ
た
も
の
と
見
て
よ
く
、
小
甲
も
ま
た
差
遣
さ
れ
る
場
合
に

は
、
高
暦
曾
典
一
芳
南
京
丘
ハ
部
、
快
船
の
記
述
の
中
に
、

@
 

〔
嘉
靖
〕
八
年
議
准
。
各
船
小
甲
一
名
。
儀
丁
十
四
名
。
長
差
以
一
年
錆
限
。
給
行
糧
六
箇
月
。

短
差
以
八
箇
月
鶏
限
。

結
行
糧
四
箇

月
。
毎
人
一
月
該
米
三
斗
。
折
銀
一
銭
二
分
。

と
あ
る
よ
う
に
、
夫
役
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
就
役
の
期
間
に
従
っ
て
長
差
と
短
差
の
別
が
あ
り
、
そ
の
半
期
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

行
糧
が
支
給
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
、

〔
嘉
錆
〕
十
年
奏
准
。
快
船
無
差
之
年
。
原
派
駕
船
飴
了
。
倶
各
退
出
回
衛
聴
差
。
在
船
月
糧
。
鶴
行
南
京
戸
部
住
支
。
其
封
開
甲
銀
二
十

南
。
減
去
十
雨
。
止
出
十
雨
。
給
輿
小
甲
。
以
爵
不
時
総
船
。
及
置
買
什
物
。
看
守
船
隻
之
用
。
遇
差
。
方
賂
除
了
。
預
先
補
足
。
月
糧

・
行
糧
。
行
南
京
戸
部
開
支
。
一
智
甲
銀
。
照
奮
全
貼
。
如
限
外
不
因
。
照
例
賂
該
支
月
糧
。
拍
官
買
債
。
牧
篤
修
船
之
用
。
其
修
船
。
惟

小
修
。
脅
甲
。
毎
年
助
銀
十
雨
。
大
修
・
中
修
。
倶
官
焦
慮
給
。

と
あ
る
よ
う
に
、
絵
丁
に
も
月
糧
・
行
糧
が
輿
え
ら
れ
、
小
甲
に
も
月
糧
が
給
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
叉
、
船
圏
を
皐
位
に
支
給
さ

れ
る
諸
経
費
と
し
て
の
鷲
甲
銀
も
支
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
、
無
差
・
遣
差
の
場
合
の
給
輿
規
則
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
以
上
の
よ
う
に
、
快
船
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
初
の
十
年
間
に
、
種
々
運
用
の
規
則
が
詳
し
く
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
剣
然
と
し
た

性
格
が
輿
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
高
暦
禽
典
が
、
こ
の
時
期
に
集
中
的
に
上
の
如
く
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
右
の
よ
う

な
推
察
が
で
き
よ
う
と
思
う
。
つ
ま
り
嘉
靖
初
め
に
、
こ
の
よ
う
に
快
船
の
運
用
法
が
定
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
能
率
的
に
な
り
、
時
に
無

差
の
年
も
出
て
、
遊
休
船
が
増
し
た
の
で
、
備
え
ら
る
べ
き
船
数
も
，
次
第
に
減
り
、
高
暦
二
年
に
は
五
百
隻
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
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隆
慶
六
年
題
准
。
快
平
船
小
甲
。
献
労
逸
不
均
。
議
於
十
年
内
量
編
三
差
。
其
業
厚
者
。
則
定
以
全
差
。
精
次
。
則
二
差
一
差
。
又
次
。
則

二
三
人
朋
合
一
差
。

と
あ
る
よ
う
に
、
小
甲
に
第
逸
の
不
均
衡
を
来
し
た
た
め
に
、
十
年
に
三
度
び
差
派
す
る
か
た
ち
に
小
甲
を
編
成
し
、
そ
の
業
務
の
厚
薄
に
よ
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っ
て
差
派
の
度
数
を
増
減
す
る
こ
と
に
し
た
と
す
れ
ば

こ
の
こ
と
は
、
快
船
の
需
用
度
が
、

ま
す
ま
す
減
じ
て
行
っ

た
こ
と
を
示
し
て

い

る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
紋
述
は
、
す
べ
て
高
暦
曾
典
の
記
述
だ
け
に
依
嫁
し
た
が
、
快
船
に
関
す
る
史
料
が
、
命
回典
以
外
に
ほ

そ
れ
が
そ
れ
ほ
ど
活
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
又
、
活
用
さ
れ
て
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
も
な
か

っ

た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
、
制
度
的
に
は
曾
典
に
記
す
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
記
述
か
ら
も
衰
微
の
寅
紋
が

推
察
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
貫
務
の
賓
際
に
つ
い
て
の
記
録
が
他
の
史
料
に
見
出
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
制
度
的
に
は
整

と
ん
ど
見
出
し
得
な
い
事
買
は
、

え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
も
、
貧
際
上、

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
運
用
さ
れ
た
か
は
、
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

馬
快
船
の
官
用
物
資
輸
迭
法

一
方
、
馬
快
船
は
、
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
如
く
馬
快
船
は
、
馬
船
や
快
船
と
は
違

っ
て
、
騨
俸
の
施
設
に

類
す
る
性
格
を
も
っ
半
面
、

や
は
り
貢
献
物
を
主
と
す
る
官
用
物
資
の
稔
迭
を
一
つ
の
使
命
と
し
て
い
た
こ
と
は
事
貫
で
あ
っ
て
一
千
隻
も
の
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数
を
擁
し
た
の
も
、

一
つ
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
は
そ
の
面
で
の
運
用
に

つ
い
て
考
え
る
と
、
正
徳
舎
典
各
一

馬
快
船
に
、

二
一

正
統
六
年
。
令
編
排
南
京
馬
快
船
。
以
五
十
競
震
一
班
。
輸
赴
北
京
聴
用
。
半
年

一
替
。
合
用
口
糧
。
於
南
京
線
領
。
凡
該
班
馬
快
船
。

前
班
以
四
月
初
到
。
後
班
以
十
月
初
到
。
本
部
拘
牧
勘
合
。
輔
付
逼
州
守
備
官
牧
掌
貼
現
。
限
禰
得
替
。
或
遇
差
援
。
の
薗
勘
合
。
赴
本

部
批
廻
。

@
 

と
あ
る
の
が
、
運
用
法
に
つ
い
て
明
記
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
が
、

馬
快
船
は
、

南
京
の
江
准

・
済
川
の
所
属
で
兵
部
の
所
轄
で
あ
っ
て

も
、
そ
の

一
部
百
隻
は
、
五
十
隻
ず
つ
の
こ
班
に
編
成
さ
れ
、

四
月
及
び
十
月
に
、

一
班
ず
つ
北
京
に
赴
き
、
六
箇
月
交
替
で
北
京
に
お
け
る

勘
合
を
も
っ
て
逼
州
守
備
官
に
管
掌
さ
れ
る
定
め
で
あ
っ

業
務
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
聞
も
兵
部
の
管
理
下
に
あ
り
、

た
。
恐
ら
く
馬
快
船
が
南
京
だ
け
に
常
駐
す
る
不
便
に
因
り
、

一
百
隻
だ
け
を
北
京
に
置
い
て
首
都
と
し
て
必
要
な
面
に
利
用
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
運
用
法
は
こ
の
年
即
ち
正
統
六
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
記
事
か
ら
も
推
測
さ



れ
る
。
卸
ち
、
貫
録
正
統
一
万
年
六
月
乙
己
，の
僚
に
、

南
京
装
運
胡
板
・
蘇
木
侠
船
一
百
鰻
。
至
京
。
上
命
留
五
十
眼
備
用
。
非
奉
勅
旨
。
不
得
膳
付
。
以
次
更
代
。
故
鴛
留
難
者
。
罪
之
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
快
船
は
、
園
権
の
同
年
月
の
僚
に
、
「
南
京
馬
快
船
百
眼
至
京
。
命
留
字
。
非
奉
教
。
不
得
腰
付
」
。
と
あ
る
に
よ
れ

ば
、
馬
快
船
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
す
で
に
正
統
元
年
に
お
い
て
、
首
都
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
右
の
よ
う
な
機
運
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
の
こ
の
機
運
の
制
度
化
さ
れ
た
の
が
、
正
統
六
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
そ
の
使
途
は
官
用
物
資
の
職
迭
で
あ
っ

た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
例
え
ぼ
、
寅
録
成
化
六
年
五
月
丁
酉
の
僚
に
、

南
京
十
三
道
監
察
御
史
李
獄
等
。
以
災
異
。
上
言
五
事
。

馬
快
紅
。
運
至
彼
慮
賑
済
。
風
水
不
便
。
重
傍
人
力
。

と
あ
る
よ
う
な
災
害
救
済
物
資
の
職
迭
に
嘗
る
こ
と
は
例
外
と
し
て
も
、

た
。
園
朝
典
実
鳩
一
一
一
郵
騨
に
、

宣
徳
二
年
。
徳
州
民
奏
。
本
州
路
嘗
衝
要
。
毎
遁
軍
物
官
船
経
過
。
例
給
丁
夫
。
而
督
運
者
。
以
一
索
十
。
以
十
索
百
。
前
者
未
行
。
後

者
腫
至
。
丁
夫
不
敷
。
或
執
商
販
行
道
貧
人
。
補
足
其
数
。
中
路
逼
取
其
賞
。
無
賞
者
。
至
解
其
衣
:
:
:
。
請
。
自
今
。
運
物
船
・
馬
快

一
。
貰
官
盟
。
以
省
運
途
。
謂
。
先
因
湖
贋
災
傷
。
擁
准
瞳
五
高
引
。
以
南
京

馬
快
船
の
多
く
は
や
は
り
官
用
物
資
の
戦
法
が
主
な
も
の
で
あ
っ
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船
。
倶
令
掌
船
者
。
毎
船
預
置
木
牌
一
。
大
書
本
船
軍
夫
数
回
・
姓
名
。
有
A

一
思
運
薩
増
者
。
上
水
不
過
七
人
。
所
司
給
輿
印
信
帖
子
P

大

書
所
増
。
貼
於
牌
上
。
以
牌
竪
於
船
頭
。
所
遁
有
司
。
如
牌
所
増
給
之
。
下
水
不
給
。
達
者
。
許
被
害
之
人
及
有
司
。
指
貫
以
問
。
仰
遣

内
外
官
。
不
時
沿
路
。
捜
検
私
載
物
貨
。
究
治
其
罪
。
庶
使
小
人
知
警
。
従
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
宣
徳
の
初
に
、
徳
州
を
通
過
す
る
馬
快
船
は
、
種
々
の
弊
害
を
生
ず
る
ほ
ど
多
数
に
上
り
、
右
の
よ
う
な
一
つ
の
整

理
法
が
考
え
出
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
園
権
の
正
統
十
四
年
十
月
乙
亥
の
僚
に
も
、
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前
江
寧
主
簿
王
晃
言
。
南
京
馬
快
船
。
供
迭
官
物
。

舟
人
補
伍
。
下
工
部
行
之
。

一
船
散
載
十
録
。
私
撹
客
貨
。
今
後
。
京
師
易
排
之
物
。
不
必
遠
取
。
船
朽
停
造
。
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と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
貫
録
の
同
じ
保
に
、
更
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
此
考
察
す
れ
ば
、
馬
快
船
に
よ
る
官
物
職
迭
は
、

む
こ
と
の
で
き
る
量
の
貨
物
も
、
故
意
に
十
数
船
に
少
量
ず
つ
分
載
し
、
空
鎗
に
私
貨
を
積
み
易
く
す
る
弊
が
生
じ
た
ほ
ど
盛
行
し
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
賓
録
天
順
六
年
十
二
月
笑
酉
の
僚
に
、

内
閣
臣
言
。
臣
等
聞
知
南
京
馬
快
船
隻
。
装
載
官
物
。

三
百
披
。
支
阻
滞
糧
船
。
深
篤
不
便
。

一
隻
に
積

一
船
可
裁
者
。
分
作
十
船
。
却
搭
客
商
人
等
私
貨
。
倶
要
人
夫
使
途
。
動
経
二
・

と
あ
り
、
同
じ
く
成
化
元
年
九
月
葵
酉
の
僚
に
、

叉
見
。
沿
塗
馬
快
船
隻
。
鹿
付
人
夫
老
幼
供
役
。
不
勝
第
苦。

所
載
物
件
。

至
騒
擾
。
亦
宜
立
法
禁
約
。

一
箱
一

極
市
己
。
轍
用
一
船
。
爽
常
客
商
。
多
装
私
貨
。

所

そ
の
弊
は
依
然
と
し
て
改
ま
ら
ず
、
改
善
策
も
無
効
で
あ
っ
た
の
は
、
官
用
物
資
の
稔
廷
が
本
来
の
使
命
で
あ
る
の
に
、

客
貨
を
私
撹
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
官
用
物
資
よ
り
以
上
に
、
商
人
か
ら
委
託
さ
れ
た
貨
物
の
稔
迭
に
従
い
、
そ
の
た
め
に
必
要
以

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

上
の
船
腹
を
動
員
し
、
沿
途
に
弊
害
を
賀
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
乗
組
員
に
つ
い
て
は
、
正
徳
合
同
日
丘
一
一
馬
快
船
に、

天
順
元
年
。
令
馬
快
船
接
蓮
官
物
。
除
本
船
箪
夫
外
。

合
用
添
搬
入
夫
。
並
於
闘
文
開
篤
。

上
、
水
二
十
名
。
下
水
玉
名
。
軍
衛
三
分。

有

司
七
分
。
達
者
及
膳
付
者
治
罪
。
凡
私
載
及
求
索
之
物
。
蓋
数
入
官
。

と
あ
り
、
園
朝
曲
開
業
省
一
郵
騨
に
、

六一一

成
化
元
年
。
南
京
吏
部
郎
中
夏
寅
奏
。
馬
快
船
隻
。
所
至
騒
擾
法
。
宜
禁
約
。
部
覆
。
従
其
言
。
凡
迭
官
物
。
務
憧
船
装
載
。
毎
船
添
夫

上
水
二
十
名
。
下
水
玉
名
。
寧
街
三
分
。
有
司
七
分
。

達
者
弁
庭
付
之
人
。
皆
治
以
罪
。

一
定
数
の
軍
夫
が
乗
組
ん
で
お
り
、
必
要
に
よ
っ
て
は
水
夫
も
乗
り
、
時
に
は
、
そ
の
外
に
上
水
二
十
名
、
下
水
五
名
の

人
夫
、が
加
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
軍
夫
と
は
、
馬
快
船
が
や
は
り
衛
所
所
属
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
嘗
然
、
衛
所
軍
土
で
あ
っ
て
、
貫
録

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

一 34一



景
泰
元
年
泡
月
甲
辰
の
僚
の
、
卒
江
侯
陳
鷺
の
上
言
の
一
節
に
も
、

一

一J

南
京
各
街
馬
快
船
軍
士
。
例
支
丹
糧
外
。
毎
週
差
遣
。
叉
各
支
行
糧
。
比
之
征
操
官
軍
。
非
惟
第
逸
不
均
。
寅
亦
虚
費
糧
賞
。

と
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
月
糧
と
行
糧
と
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
、
運
軍
と
饗
り
が
な
か

っ
た
。

そ
し
て
右
に
見
え
る
上
水
・
下
水
に
つ
い
て
は
、

先
に
引
い
た
園
朝
典
業
の
宣
徳
二
年
に
か
か
る
記
事
の
中
に
、
「
有
急
運
贋
培
者
」
と
い
う
朕
態
の
場
合
と
い
う
僚
件
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
こ
れ
は
そ
う
い
う
場
合
、
臨
時
に
加
え
ら
れ
る
も
の
ら
し
く
、
叉
、
正
徳
曾
典
一
一

一
馬
快
船
に
、

〔
成
化
〕
十
六
年
。
令
馬
快
船
田
還
順
帯
官
物
者
。
上
水
夫
八
名
。
下
水
失
四
名
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
上
水
夫
・
下
水
夫
の
謂
で
あ
っ
て
、
航
行
の
際
に
臨
時
に
傭
い
入
れ
る
人
夫
と
し
で
積
荷
の
鹿
理
や
雑
用
、
牽

引
な
ど
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
上
遡
の
時
即
ち
積
荷
の
あ
る
時
の
も
の
を
上
水
夫
、
下
航
の
時
即
ち
田
空
す
る
時
の
も
の
を
下

水
夫
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
皇
明
候
法
事
類
纂
せ
ニ
申
明
騨
遁
鷹
付
。
弁
慮
置
差
使
到
京
人
員
。
延
住
不
因
。
及
錦
衣
衛
官
舎
出
差
違
限
例
。

に
、
成
化
十
六
年
二
月
二
十
九
日
兵
部
品
問
書
余
等
題
鶏
申
明
奮
例
事
と
し
て
、
そ
の
一
に
、
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一
。
南
京
差
接
赴
京
重
載
馬
快
船
。
軍
三
分
。
民
七
分
。
上
水
援
夫
一
十
名
。
下
水
玉
名
。
今
擬
新
増
事
宜
。

と
あ
る
の
は
、
先
の
正
徳
舎
典
、
園
朝
典
棄
の
引
用
文
に
、
軍
衛
三
分
有
司
七
分
と
あ
り
、
上
水
二
十
名
下
水
玉
名
と
あ
る
記
述
に
相
違
す
る

と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
事
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
軍
三
分
民
七
分
と
は
、
重
運
の
際
の
馬
快
船
へ
の
積
載
貨
物
の
色

分
け
を
割
合
で
表
現
し
た
こ
と
が
剣
然
し
、
も
と
も
と
官
用
物
資
の
轍
迭
を
本
務
と
す
る
馬
快
船
の
役
割
か
ら
す
れ
ば
、
民
間
物
資
の
積
載
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
民
七
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
軍
衛
三
分
有
司
七
分
即
ち
軍
用
物
資
三
割
、
官
用
物
資
七
割
の
意
に
解
す
る
の
が
正
し
い

で
あ
ろ
う
。
又
「
上
水
援
夫
一
十
名
」
は
、
や
は
り
二
十
名
の
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
一
節
か
ら
、
先
の
引
用
文
に

墨
見
す
る
上
水
・
下
水
、
又
は
上
水
夫
・
下
水
夫
と
い
う
の
は
、
上
遡
時
又
は
下
航
時
に
捜
せ
ら
れ
る
人
夫
の
意
で
あ
る
こ
と
が
分
明
す
る。

こ
の
よ
う
に
、
馬
快
船
は
、
本
来
の
乗
組
員
の
外
に
、
必
要
に
鷹
じ
て
人
夫
が
添
用
さ
れ
、
寧
・
官
の
物
資
の
轍
迭
に
嘗
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
貰
際
に
は
、
や
や
も
す
れ
ば
こ
れ
に
従
わ
ぬ
不
正
が
帰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

-35-
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...... ，、、

馬
快
船
と
官
官
と
商
人
と
の
開
係

馬
快
船
に
よ
る
不
正
行
鴛
の
嘗
事
者
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
乗
組
員
で
あ
ろ
う
が
、
蔦
暦
曾
典
同
一
ιr
馬
快
一
船
禁
例
に
、

天
順
元
年
。
令
馬
快
船
装
運
官
物
。
其
私
載
及
求
索
之
物
。
童
数
入
官。

た
し
か
に
私
貨
の
搭
載
や
沿
途
に
お
け
る
物
資
の
求
索
が
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
園
朝
典
葉
地
一一一
郵
廃
に
、

天
順
三
年
。
南
城
知
鯨
陳
陸
言
。
臣
以
考
涌
来
京
。
見
馬
快
等
船
。
所
載
官
物
少
而
私
貨
多
。
爽
脅
商
振
。
以
規
厚
利
。
沿
河
索
軍
衛
有

司
。
挽
夫
以
千
百
計
。
梢
有
稽
緩
。
噸
加
公
口
戸
時
。
乞
勅
今
後
毎
舟
令
載
官
物
若
干
。
著
信
用
定
式
。
不
許
檀
帯
私
貨
及
客
商
人
等。

:
:
:
命

曾
官
議
行
。

@
 

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
天
順
の
頃
に
は
や
は
り
私
貨
が
多
く
積
ま
れ
た
の
で
、
こ
の
弊
を
除
く
た
め
に
、

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

一一
船
毎
の
官
用
物
資
の
積
載
量
が
定
め
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ら
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
私
貨
・
商
貨
だ
け
で
は
な
く
、
商
人
ま
で
が
馬
快
船
に
乗
っ
て
往
来
し
た
ら
し
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
記
事
以
外
に
は
見
嘗
ら
な
い
が
、
馬
快
船
が
高
官
ら
の
乗
用
船
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
事
賓
と
一
般
官
員
、
が
時
に

不
正
乗
船
し
た
事
貧
と
を
想
え
ば
、
商
人
の
行
旗
に
利
用
さ
れ
た
事
を
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貫
録
景
泰
五
年
正
月
己
未
の
僚
に
、

又
南
京
馬
快
船
有
例
禁
約
。
不
許
附
帯
私
貨
及
往
来
人
等
。

と
あ
る
往
来
人
が
商
人
を
も
意
味
す
る
と
す
れ
ば
向
更
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
テ
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、

園
朝
典
愛
雄
一
一
一
郵
騨
に
、

一
船
可
載
者
。
分
作
十
船
。
招
搭
客
商
人
等
私
貨
。
倶
要
人
夫
捜
迭
。
動
経
二
・
三

〔
天
順
〕
六
年
閣
臣
言
。
南
京
馬
快
船
装
載
官
物
。

百
脱
。
又
温
滞
糧
船
。
深
漏
不
便
。

乞
令
南
京
守
備
官
。

今
後
若
有
準
来
品
物
。

一
船
只
載
十
五
在
。

其
蝕

一
躍
供
用
官
物
。

憧
船
装

載

不
許
伯
前
多
擁
船
隻

努
人
捜
途

上
従
其
日

と
あ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
多
数
の
馬
快
船
に
少
量
の
官
物
を
積
み
、
空
い
た
船
腹
に
は
商
貨
を
第
載
稔
、迭
し
、
そ
の
盛
行
は
漕
運
船
航
行

の
障
害
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
献
態
は
、
氷
く
改
ま
ら
な
か

っ
た
ら
し
く
、
首
問
暦
禽
典
省
一
馬
快
船
禁
例
に
、

四
九



成
化
四
年
奏
准
。
馬
快
船
不
許
附
帯
私
瞳
・
客
貨
。
若
於
開
文
外
多
索
。

，一
夫
一
軍
。
及
分
関
前
騒
。
逼
取
銭
物
者
。
巡
河
御
史
一・
按
察

司
官
。
賂
陪
従
人
役
。
弁
附
船
各
商
径
十
問
。
民
解
口
外
。
軍
護
漫
街
。
瞳
貨
入
官
。

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
園
朝
典
嚢
省
一
郵
騨
に
は
更
に
く
わ
し
く
、

六-一

〔
成
化
〕
四
年
二
月
。
戸
部
曾
議
漕
運
事
宜
。
内
言
。
隣
近
河
道
南
北
往
来
馬
快
流
船
諸
弊
。
宜
禁
約
。
内
外
公
差
官
員
。
船
運
載
官
物
。

不
許
附
帯
私
瞳
・
客
貨
。
其
随
従
僕
隷
姓
名
。
及
上
水
・
下
水
夫
数
。
悉
於
開
克
明
白
開
寓
。
敢
有
多
索

一
夫

一
軍
。
及
分
関
前
駆
。
一過

取
銭
物
者
。
許
巡
河
御
史
・
按
察
司
官
。
持
各
人
随
従
僕
隷
。
弁
附
船
客
商
筆
問
。
民
編
口
外
。
軍
設
成
建
。
瞳
貨
入
官
。

一
般
の
私
貨
だ
け
で
は
な
く
、
私
瞳
の
爽
幣
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
馬
快
船
の
不
正
物
資
の
搭
載
は
、
往
路
・
復
路
に

亘
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
欣
況
は
、
寅
録
成
化
四
年
八
月
乙
巳
の
篠
に
、

一
。
山
東
所
属
府
鯨
。
有
臨
近
河
這
者
。
南
北
往
来
馬
快
諾
虹
。
童
夜
不
絶
。
起
集
軍
民
接
遁
。
常
以
一
・
二
千
計
。
凌
胃
風
雨
。
迭
往

週
来
。
難
苦
寓
獄
。
而
経
過
官
虹
。
往
往
附
載
私
盟
・
客
貨
。
庭
付
梢
緩
。
轍
将
官
吏
高
懸
痛
釜
。
不
徒
索
夫。

且
求
賄
。
原
其
所
由
。

皆
其
随
従
僕
隷
指
使
之
也
。

と
あ
っ
て
、

と
あ
っ
て
、

か
な
り
具
瞳
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
馬
快
船
に
は
僕
隷
と
い
わ
れ
る
随
従
者
が
、
水
夫

・
軍
夫
の
外
に
存
在
し
、
客
商

事
は
相
首
の
規
模
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
僕
隷
や
客
商
、
私
貨
や
私
撞
に

つ
い
て

と
い
わ
れ
る
商
人
も
介
在
し
て
、

同
正
徳
曾
典
轡
一
馬
快
船
に
、

一一一

成
化
六
年
奏
准
。
馬
快
船
附
載
私
貨
者
。
本
船
小
甲
弁
附
船
之
人
。
倶
護
口
外
充
軍。

某
空
身
附
搭
者
。
以
違
制
論
。
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王
析
の
績
文
献
通
考
…
ロ
馬
快
船
事
例
に
も
同
文
が
見
え
、
同
書
に
は
ま
た
、

〔
弘
治
十
三
年
〕
:
:
:
其
馬
快
船
隻
附
搭
客
貨
及
爽
帯
私
物
者
。
小
甲
・
客
商
人
等。

倶
護
口
外
充
軍
。
貨
物
亦
入
官
。
若
客
商
人
等
。

止
是
空
身
附
搭
者
。
照
常
護
落
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
数
量
は
少
な
く
な
く
、
塞
外
へ
の
流
諸
問
や
漫
軍
へ
の
充
軍
、
搭
載
物
の
混
牧
な
ど
の
制
裁
に
よ

っ
て
防
ご
う

と
あ
り
、

L母
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と
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
私
貨
・
私
盟
は
乗
組
員
へ
の
委
託
職
選
だ
け
で
は
な
く
、
委
託
者
自
身
が
乗
船
し
て
事
に
嘗
る
と
い
う
の
は
、
漕

@
 

運
船
に
よ
る
爽
稽
方
式
と
は
異
る
と
こ
ろ
で
、
馬
快
船
に
よ
る
私
貨
稔
迭
法
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る。

こ
れ
に
射
す
る
防
止
策
は

前
述
の
方
法
の
外
に
、
次
の
よ
う
な
措
置
も
と
ら
れ
た
。
即
ち
、
高
暦
禽
典
倉
一
一
馬
快
船
に
、

四
九

成
化
十
年
奏
准
。
南
京
馬
快
船
。
到
京
有
順
差
。
兵
部
給
印
信
掲
帖
。
備
開
船
数
及
小
甲
姓
名
。
付
輿
執
照
。
預
行
整
理
。
河
道
郎
中
等

官
。
督
令
、
沿
途
官
司
。
査
帖
験
放
。
若
無
官
帖
。
而
盤
投
勢
豪
之
人
坐
因
。
及
私
自
回
者
。
治
罪
。

と
あ
る
よ
う
に
、
馬
快
船
の
出
帆
に
嘗
り
、
兵
部
が
印
信
掲
帖
を
瑳
行
し
、
船
数
や
乗
組
員
名
等
を
記
入
し
、
執
照
を
給
付
し
て
、
沿
道
の
諸

官
の
督
令
に
便
に
し
、
乗
船
者
の
正
確
を
期
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
官
帖
を
持
た
な
い
で
4

勢
豪
の
人
。
に
投

じ
て
、
そ
の
威
を
か
り
で
行
動
す
る
者
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
権
勢
家
に
投
じ
て
馬
快
船
を
動
か
し
、

私
か
に
軍
土
と
遁
じ
て
乗
組

む
者
な
ど
、
商
人
に
も
大
小
が
あ
り
、
そ
の
陰
に
権
勢
家
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
寅
録
成
化
八
年
正
月
戊
戊
の
僚
に
、
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一
。
南
京
糞
船
弁
罵
快
船
。
歳
載
薦
新
等
物
赴
京
。
而
管
解
官
多
起
船
数
。
勤
取
鷲
銭
。
私
附
商
貨
。
沿
途
起
夫
。
請
。
勅
兵
部
。
毎
歳

舎
計
裳
載
之
物
。
定
輿
船
数
。
移
文
南
京
兵
部
。
依
数
派
援
。
達
者
問
罪
。

と
見
え
、
そ
の
よ
う
な
不
正
に
は
職
迭
官
も
開
興
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
問
題
な
の
は
4

勢
豪
の
入
。
と
商
人
と
で
あ
る

が
、
恰
も
こ
の
頃
、
高
暦
禽
典
谷
一
南
京
兵
部
に
、

五
八

〔
成
化
〕
十
年
奏
准
。
馬
快
等
船
。
毎
駕
船
軍
鶴
一
名
。
食
米
之
外
。
聴
帯
貨
物
三
百
斤
P

と
あ
る
よ
う
に
、
馬
快
船
乗
組
の
軍
土
が
、
合
法
的
に
一
名
三
百
斤
の
貨
物
の
私
曲
怖
を
許
さ
れ
た
こ
と
は
、

漕
運
船
の
場
合
に
私
貨
搭
載
を
防

ん
¥
ベ
く
案
出
さ
れ
た
方
法
と
同
じ
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
れ
ら
の
生
計
を
助
け
、
私
貨
職
涯
に
よ
る
不
嘗
利
得
の
必
要
を
無
く
し
よ
う
と
し
た

も
の
、
即
ち
馬
快
船
が
他
の
塵
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
私
貨
・
私
瞳
の
爽
帯
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
漕
運
船
の
場
合
と
同

じ
よ
う
に
、
こ
の
場
合
も
ま
た
あ
ま
り
効
果
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
開
ト
馬
快
船
禁
例
に

弘
治
十
三
年
題
准
。
浩
一
河
一
帯
省
親
・
省
祭
・
丁
憂
・
起
復
。
弁
陸
除
外
任
。
及
内
外
公
差
官
員
。
若
有
乗
坐
馬
快
船
隻
。
輿
販
私
盟
。



起
擾
人
夫
。
弁
鶴
市
去
無
籍
之
徒
。
厚
罵
鎖
鯨
官
吏
。
勤
要
銀
雨
者
。
巡
撫
・
巡
按
・
巡
河
・
巡
盟
・
管
洪
・
管
閉
等
官
。
就
便
奪
問
。
千

硬
膳
奏
官
員
。
奏
請
提
問
。
其
軍
衛
有
司
騨
遁
衛
門
。
若
有
憧
勢
雁
付
者
。
参
究
治
罪
。

と
あ
る
よ
う
に
、
馬
快
船
に
坐
乗
す
る
官
吏
が
、
樺
勢
を
楯
に
し
て
関
係
者
を
脅
か
し
、

」
れ
を
利
用
し
て
私
瞳
を
輿
販
し
、

人
夫
を
徴
設

し
、
無
籍
の
徒
を
帯
同
し
、
官
吏
を
辱
か
し
め
た
り
し
て
不
嘗
利
盆
を
洛
に
し
て
い
た
事
責
か
ら
考
え
れ
ば
、
不
正
行
信
用
の
根
は
深
く

。
勢
豪

の
人
e

と
官
吏
と
商
人
と
の
結
託
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
J
中

で

も

語
豪
の
人
e

に
は
、
金
山
堂
別
集
一
」
九
中
官
考
ニ
に
、

〔
成
化
〕
十
四
年
十
一
月
己
酉
。
南
京
内
官
監
車
力
朋
進
貢
還
。
有
馬
快
紅
百
眼
。
多
載
私
盟
。
役
民
夫
牽
挽。

と
あ
る
よ
う
に
、
官
官
が
加
わ

っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
馬
快
船
の
職
迭
す
べ
き
官
物
の
性
格
か
ら
嘗
然
あ
り
得

@
 

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
に
引
い
た
貧
錬
・
園
朝
典
実
に
、
天
順
・
成
化
聞
に
お
レ
て
、
必
ず
し
も
遠
隔
の
地
か
ら
の
職
迭
に
依
ら
ず
に
、

京
師

で
自
排
し
得
る
物
資
も
少
く
は
な
く
、
ま
た
、
職
迭
す
べ
き
官
用
物
資
も
多
く
は
な
く
、
従
っ
て
そ
の
役
割
も
薄
れ
た
馬
快
船
が
、
そ
の
後
も

盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
既
述
の
不
正
利
用
の
擢
勢
家
と
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う。

し
か
も
嘉
靖
年
聞
に
は
、
そ
の
弊
が
盆
々
甚
だ
し
く
な
っ
た
ら
七
く
、
園
朝
器
ゐ
一一一郵
騨
に
、

嘉
靖
元
年
(
正
月
)
。
南
京
錦
衣
・
江
准
等
街
原
設
水
軍
馬
快
戦
船
。
(
永
梁
間
)
遷
都
北
京
。
遂
事
以
運
迭
郊
廟
献
新
。
及
上
供
品
物

・

軍
需
器
杖
。
(
其
〉
後
管
運
内
臣
偲
托
虚
増
。
惑
魚
好
利
。
上
登
極
。
詔
革
其
弊
。
準
鮮
船
隻
。
如
嘗
例
。
毎
起
不
過
三
隻
。
南
京
兵
部

尚
書
喬
字
因
奏
。
裁
船
数
。
親
弘
治
問
。
滅
十
之
因
。
正
徳
問
。
減
十
之
七
。
(
上
)
皆
従
之
。
至
是
。
諸
監
局
凡
出
向
。
競
請
如
正
徳

(
中
)
例
。
守
備
太
監
戴
義
以
問
。
兵
部
執
奏
。
(
詔
書
既
出
。
不
宜
紛
更
。
)
得
旨
。
如
弘
治
年
例
。
以
後
。
不
許
再
議
増
減
。

@
 

と
あ
る
。
馬
快
船
の
不
嘗
な
利
用
は
内
官
に
よ
る
も
の
が
多
か

っ
た
と
す
れ
ば
ハ
か
れ
ら
が
船
数
の
増
減
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
も

嘗
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
馬
快
船
は
減
額
さ
れ
て
幾
隻
に
な

っ
た
か
、
右
の
文
か
ら
は
剣
然
し
な
い
が
、
先
に
引
い
た
高
暦
舎
典
の
嘉
靖
三
十

七
年
の
記
事
に
、
こ
の
年
一
千
隻
に
減
じ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
嘉
靖
元
年
頃
に
は
、
減
額
さ
れ
る
以
前
の
数

l
i千
百
四
十
六
隻
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
時
、
弘
治
年
聞
の
例
に
よ

っ
て
減
ぜ
ら
れ
た
額
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
は
、
そ
の
四
割
増
の
千
五
百

169 
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隻
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
文
の
よ
う
に
船
隻
数
を
減
じ
た
と
し
て
も
、
高
暦
曾
奥
山
一
ト
馬
快
船
禁
例
に
、

嘉
靖
七
年
議
准
。
馬
快
船
管
押
内
官
。
敢
有
賂
船
甲
需
索
拷
弔
者
。
許
南
京
守
備
官
奏
聞
慮
治
。

と
あ
り
、

ま
た
、

〔
嘉
靖
〕
三
十
七
年
題
准
。
南
京
差
擁
赴
京
馬
快
船
。
節
有
題
准
定
例
。
遵
照
施
行
。

不
許
素
蹴
。
其
準
貢
馬
快
船
。
如
有
爽
槽
貨
物
人

口
。
許
経
過
撫
按
・
河
道
等
官
。
即
行
筆
問
。
照
例
護
遣
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
馬
快
船
は
内
宮
の
管
理
を
受
け
て
戦
迭
に
嘗
り
、
軍
夫
が
そ
の
搾
取
を
蒙
る
し
、
私
貨
の
搭
載
や
客
人
の
搭
乗
も
絶
え
な

か
っ

た
ら
し
い。

し
か
も
一
一
ト
南
京
兵
部
、
減
省
一
船
隻
に
、

〔
嘉
靖
〕
二
十
一
年
題
准
。
年
例
起
蓮
進
貢
等
項
。
所
用
馬
快
船
。
不
過
四
百
隻
。
三
七
粂
援
。

そ
の
こ
ろ
馬
快
船
数
は
四
百
隻
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
既
速
の
如
く
嘉
靖
三
十
七
年
現
在
の
馬
快
船
数
は
千
百
四

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

一-，[()ーー

十
六
隻
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
十
数
年
前
の
嘉
靖
二
十
一
年
に
は
そ
れ
よ
り
少
い
数
で
は
な
か
っ
た
筈
な
の
に
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
四
百
隻
と
い

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
年
に
就
役
じ
た
船
数
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
嘗
時
存
在
し
た
馬
快
船
の
総
数
の
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
他
に

相
首
の
遊
休
船
が
あ
っ

た
も
の
と
見
て
よ
く
、
そ
れ
は
ま
た
官
物
と
い
っ
て
も
貢
献
物
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
の
量
が
多
く
は
な
か
っ

た
ろ
う
か
ら
、
首
然
で
あ
ろ
う
が
、
従

っ
て
又
、
削
減
を
唱
え
ら
れ
る
の
も
嘗
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
右
の
よ
う
な
形
で
存
在

し
た
の
は
、
内
官
ら
の
い
わ
ゆ
る
勢
豪
の
人
の
既
述
の
如
き
利
用
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

七

馬
快
船
と
紅
船
・
黄
船

馬
快
船
は
上
来
述
べ
た
よ
う
に
、
騨
遁
制
の
も
と
に
あ
っ
て
貢
献
物
を
主
と
す
る
官
物
轍
迭
と
使
臣
高
官
ら
の
行
振
に
従
っ
た
が
、

騨
に
配
置
さ
れ
て
い
る
騨
船
又
は
姑
船
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
外
に
、
官
物
職
迭
と
い
う
役
割
に
お
い
て
類
似
す
る
も
の
に
、

紅
船
と
責
船
と
が
あ
る
。
次
に
こ
の
二
種
の
船
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
。
紅
船
は
、
明
代
の
記
録
に
、
騨
騒

・
騒
匹

・
拍
船
な
ど
と
並
ん

一
般
水



で
、
騨
遁
の
利
用
規
則
な
ど
の
中
に
屡
々
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
洪
武
九
年
設
立
さ
れ
た
遁
運
所
に
配
せ
ら
れ
た
船
隻
で
あ
る
。
即
ち
、
正
徳

曾
典
倉
一
遁
運
所
に
、
諸
司
職
掌
を
ひ
い
て
、

一一一一
。
遁
運
船
隻
。
倶
用
紅
油
刷
飾
。
毎
船
置
牌
一
面
。
開
寓
本
船
字
続
・
料
数
。
及
水
夫
姓
名
。
橋
柁
・
霞
櫓
・
鐘
索
・
織
猫
・
箆
績
等

項
。

一
臆
浮
動
什
物
数
目
。
常
川
懸
掛
。
務
要
牌
不
離
船
。
以
愚
黙
視
。

と
あ
っ
て
、
遁
運
所
に
配
置
さ
れ
た
船
隻
は
紅
油
に
塗
ら
れ
て
紅
色
を
呈
し
て
い
た
。
そ
れ
は
又
、

凡
遁
運
所
設
置
船
隻
不
等
。
如
六
百
料
者
。
毎
隻
水
夫
十
三
名
。
五
百
料
者
。
毎
隻
水
夫
十
二
名
。
四
百
料
者
。
毎
隻
水
夫
十

一
名
。
三

百
料
者
。
毎
隻
水
夫
十
名
。
其
水
夫
。
皆
五
石
以
下
糧
戸
内
貼
差
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
百
料
か
ら
六
百
料
ま
で
、
大
小
四
種
の
も
の
が
あ
り
、
水
夫
の
数
も

一
定
し
、
一
隻
毎
に

一
面
の
牌
を
か
け
て
、
船
の
字

放
、
料
数
、
乗
組
水
夫
の
氏
名
、
そ
の
他
船
の
部
品
、
積
載
物
の
数
目
等
を
こ
れ
に
表
示
し
、
検
査
に
便
し
た
。
そ
の
積
載
物
は
、
寅
銀
天
順

鎮
守
江
西
馬
監
太
監
葉
達
奏
。
江
西
進
貢
果
品
。
多
用
遁
蓮
所
紅
船
装
載
。
恐
庁
積
不
潔
。
乞
勅
三
司
。
造
直
浅
船
。
以
便
進
貢
。
従
之
。
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三
年
九
月
乙
未
の
僚
に
、

と
あ
る
よ
う
に
一
般
官
用
物
資
で
あ
っ
て
、
準
貢
物
な
ど
に
は
用
い
ら
れ
な
い
定
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
弘
治
徽
州
府
主
省
財
賦

J

一一一

池
州
府
大
通
遁
運
所
原
編
紅
馬
座
船
一
十
七
隻
。
水
夫
二
百
二
十
四
名
。
今
裁
減
紅
船
田
隻
。
水
夫
六
十
八
名
。
見
在
紅
馬
座
船
一
十
七

隻
。
水
夫
一
百
五
十
六
名
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
紅
船
は
紅
馬
座
船
と
も
よ
ば
れ
、
馬
の
験
迭
や
人
聞
の
行
放
に
も
用
い
ら
れ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
ら
し
い
。
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
右
の
文
章
に
十
七
隻
か
ら
四
隻
を
裁
滅
す
れ
ば
十
三
隻
と
な
る
べ
き
な
の
に
、
依
然
十
七
隻
と
記

し
て
い
る
の
は
不
合
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
右
の
文
に
は
、
つ
e
つ
い
て
割
註
が
あ
り
、
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

教
部
字
続
紅
船
玉
隻
。
水
夫
四
十
六
名
。
毎
名
均
各
内
。
徴
銀
十
雨
。
共
銀
四
百
六
十
首
問
。
休
寧
王
字
競
馬
船
。
賀
字
競
座
船
各

一
隻。
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子
・
毛
・
成
・
謝
字
四
披
紅
船
四
隻
。
水
夫
五
十
五
名
。

毎
名
均
筏
内
。
徴
銀
十
雨
。

共
銀
五
百
王
十
雨
。
婆
源
鴻
字
競
馬
船
。
衛
字

競
座
船
。
各

一
隻
。
載
・
巌
字
二
競
紅
船
二
隻
。
水
夫
三
十
九
名
。
毎
名
均
筏
内
。
徴
銀
十
雨
。
共
銀
三
百
九
十
雨
。
郁
門
栢

・
顧
字
二

瞭
紅
船
二
隻
。
水
夫
一
十
六
名
。

毎
名
均
各
内
。
徴
銀
十
雨
。
共
銀
一
百
六
十
雨。

と
。
紅
馬
座
船
と
は
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
紅
船
・
馬
船
・
座
船
の
三
種
の
船
の
意
で
あ
っ
て
、
紅
船
だ
け
四
隻
を
裁
減
し
て
十
三
隻
と
し
、
馬

船
・
座
船
各
二
隻
を
併
せ
て
十
七
隻
が
現
存
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
但
し
そ
の
場
合
で
も
、
第
一
行
自
の
原
編
紅
馬
座
船
十
七
隻
は
二
十

一
隻
と
訂
正
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
紅
船
は
座
船
で
も
馬
船
で
も
な
い
こ
と
は
右
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

文
、
こ
こ
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
紅
船
の
乗
組
員
数
が
、
必
、
ず
し
も
先
に
引
用
し
た
曾
典
の
記
事
に
合
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐

ら
く
現
賞
に
は
出
入
が
あ
っ
た
事
寅
を
示
す
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
紅
船
の
水
夫
に
つ

い
て
は
、
既
出
の
正
徳
曾
典
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
納
糧
五
石
以
下
の
糧
戸
か
ら
差
充
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
、
弘
治
徽
州
府
志
望
威
供
に
、

数回開
O
i
-
-
-
銀
差
之
目
四
十
有
四
。
:
:
:
池
州
府
大
通
遁
運
所
座
紅
船
六
隻
。
水
夫
五
十
有
二
臥
鴨川寸
紅
一Mr一可
書
一
附
三
十

休
寧
鯨
。
:
:
:
銀
差
之
目
二
十
有
九
。
:
:
:
池
刊
府
大
通
盟
運
所
座

τ船
五
隻。

k
夫
四
十
有
二
人
銀
一
十
二
雨
。
共
銀
五
官
四
・:・:
其
草

j
y

j

一

;

雨
。
加
支
臆
銀
三
十
一
一
隅
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者
。
池
州
府
大
通
遁
運
所
水
夫
八
名。

委
源
問
問
。
:
:
;
銀
差
之
目
三
十
有
一
。
:
:
:
池
州
府
大
逼
遁
運
所
馬
座
紅
船
三
隻。

k
夫
三
十
有
一
人
銀
一
十
二
一
問
。
共
銀
三
百
七
:
:
其

7

十
二
雨
。

加
供
態
銀
五
雨。

.3

草
者
。
大
通
遁
運
所
水
夫
七
名
。

郁
門
牒
。
:
:
:
銀
差
之
目
工
十
有
四
。
:
:
:
其
草
者
。
池
州
大
通
遁
運
所
水
夫
二
名
。

其
層
部
院
各
街
門
銀
差
両
派
各
鯨
者
。
:
:
:
池
州
府
大
通
遁
運
所
新
編
水
夫
一

百
二
十
有
五
。
:
:
:
其
府
革
役
者
。
池
州
大
通
遁
蓮
所
水

夫
。
草
三
十
有
三
。

@
 

な
ど
と
あ
る
記
述
か
ら
察
す
る
と
、
南
直
隷
、
揚
子
江
昨
の
池
州
府
大
逼
遁
運
所
の
場
合
、
そ
の
紅
船
・

馬
船
・

座
船
の
水
夫
は
、
池
州
府
に

隣
接
す
る
徽
州
府
管
下
の
六
鯨
の
う
ち
、
静
岡
肺
と
績
漢
鯨
と
を
除
い
た
四
師
怖
か
ら
差
充
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
池
州
府
管
内
の
諸
鯨
か
ら
も



差
接
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
か
ら
、

さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

一
般
に
遁
運
所
の
紅
・
馬
・
座
船
の
水
夫
は
、
そ
の
所
在
地
を
中
心
に
、
相
嘗
贋
範
な
地
域
か
ら
供
役

こ
れ
ら
の
水
夫
が
五
石
以
下
の
糧
戸
の
成
了
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
徽
州
府
士
山
の
編
集
以
前

即
ち
、

に
、
す
で
に
そ
れ
が
銀
差
に
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、

寅
際
は
所
在
地
近
傍
の
住
民
が
そ
の
業
に
従
っ

て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、
右
の
巻
入
の
記
事
と
、
先
引
の
巻
三
の
記
事
と
で
は
、
船
隻
・
水
夫
の
数
や
、
徴
銀
の

一
人
宛
銀
数
な

ど
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
資
料
の
時
間
的
間
隔
に
因
る
も
の
と
し
て
深
く
問
わ
な
い
こ
と
と
し
、
と
も
か
く
右
の
記
事
は
、
紅
船
等

の
水
夫
の
供
役
の
仕
方
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
誼
擦
と
し
て
有
力
視
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
紅
船
の
機
能
が
明
ら
か
に
な
る

と
、
そ
れ
は
馬
快
船
と
は
何
ら
関
係
が
な
く
、
同
じ
く
騨
遁
制
の
下
に
あ
る
に
し
て
も
、
紅
船
は
一
般
官
用
物
資
の
遁
進
、
馬
快
船
は
貢
献
又

は
上
供
物
資
の
直
接
撃
誌
に
首
っ
た
も
の
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
寅
一
船
に
つ
い
て
は
、
高
暦
倉
典
一
一
に
黄
船
に
、

園
初
。
造
黄
船
。
制
有
大
小
。
以
備
御
用
。
至
洪
照
元
年
。
計
三
十
七
隻
。
正
統
十
一
年
。
計
二
十
五
隻
。
常
以
十
隻
。
留
京
師
河
下
聴

用
。
成
化
八
年
奏
准
。
照
快
船
事
例
。
定
限
五
年
一
修
。
十
年
成
造
。
其
停
泊
去
慮
。
常
用
廠
房
苫
蓋
。
軍
夫
看
守
。

と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
宮
中
御
用
品
の
職
、
迭
を
本
務
と
し
た
も
の
な
ら
ば
、
快
船
や
馬
快
船
と
の
相
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
右
に
よ
れ
ば
、
責
船
に
は
大
小
の
二
種
が
あ
り
、
そ
の
数
は
洪
照
元
年
に
三
十
七
隻
、
正
統
十
一
年
に
二
十
五
隻
と
い
う
よ
う
に
極
め
て

少
数
布
、
そ
の
中
十
隻
は
常
に
京
師
の
河
畔
に
停
泊
し
、
い
つ
で
も
用
に
醸
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し

て
、
一
沼
南
京
工
部
、
都
水
溝
吏
司
に
、

凡
南
京
錦
衣
等
衛
大
小
責
船
。
倶
本
部
委
官
。
五
年
一
修
。
十
年
一
造
。
内
在
京
師
河
下
聴
用
者
。
遵
奉
欽
限
修
造
。
在
各
衛
者
。
遇
該

修
。
則
径
自
計
輿
工
。
遇
該
造
。
則
奏
行
覆
査
。
候
再
奏
得
允
。
然
後
計
料
改
造。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

遷
都
後
の
事
も
記
す
け
れ
ど
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そ
の
所
胃
腸
は
南
京
の
錦
衣
等
の
衛
で
あ
り
、
先
の
引
用
文
中
に
は
正
統
と
か
成
化
と
か
、

も
、
こ
こ
に
い
う
京
師
と
は
南
京
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
。
文
、
責
船
は
京
師
河
下
に
あ
る
も
の
と
、
錦
衣
衛
内
に
あ
る
も
の
と
に
分

れ
、
そ
の
管
理
の
能
方
も
異
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
同
書
に
、
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凡
黄
船
。
倶
隷
本
部
管
理
。
其
装
運
南
京
太
常
寺
進
貢
品
物
。
合
用
船
隻
。
倶
准
嘉
靖
九
年
議
定
隻
数
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
管
理
法
が
異
る
と
い

っ
て
も
、
総
括
は
南
京
工
部
に
お
い
て
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
用
途
は
、

南
京
大
常
寺
へ
の
準
貢

品
の
職
、
迭
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
省
一
工
部
、
物
料
に
、

九
O

弘
治
八
年
題
准
。
幣
紙
船
隻
。
除
薦
新
進
鮮
糞
船
外
。
其
徐

一
躍
官
民
馬
快
・

糧
運
等
船
。
倶
照
例
給
票
。
箸
令
順
待
交
割。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
そ
の
進
貢
品
も
生
鮮
食
品
類
で
あ
っ

て、

そ
こ

に
快
船
や
馬
快
船
と
の
相
違
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

玲
肝
南
京
兵
部
、

車
駕
清
吏
司
に
、

計
南
京
各
街
門
毎
年
進
貢
物
件
。

共
三
十
起
。
用
船
一
百
六
十
二
隻
。

と
記
し
、
つ
い
で
宮
中
各
街
門
の
御
用
品
名
と
、
そ
の
職
迭
の
た
め
に
要
す
る
船
数
と
を
奉
げ
て
レ
る
中
に
、

各
街
門
の
も
の
は
す
べ
て
簡
単

「
用
船
幾
隻
」
と
記
す
に
す
ぎ
な
い

の
に
、
南
京
太
常
寺
の
も
の
に
つ
い
て
だ
け
は
、
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一
起
二
月
分
子
鳶
。
弁
食
用
稲
穀
。

装
小
黄
船
一
隻
。

一
起
三
月
分
街
。
袋
小
黄
船
一
隻
。

一
起
四
月
分
青
梅
。
袋
小
黄
船
一

隻。

一
起
七
月
分
雲
梨
。
装
小
寅
船
一

隻。

一
起
八
月
分
斐
由
。
装
小
葉
船
一

隻
。

一
起
九
月
分
笹
子
。
装
小
黄
船
一

隻
。

一
起
十
月
分
柑
子
・
橘
子
。
十
一
月
分
甘
煎
三
項
。
共
装
小
責
船
一
隻
。

と
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
品
目
が
月
ご
と
に
明
記
さ
れ
、
そ
れ
が
す
べ

て
食
料
品
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
明
す
る
。
そ
し
て
叉
、
同
書
に
、

凡
黄
・
馬
快
船
禁
例
。
南
京
一
躍
進
貢
。
該
用
黄
・
馬
快
船
。
先
期
牢
月
。
行
文
南
京
兵
部
援
船
。

装
運
之
後
。
限
五
日
。
以
裏
起
程
。

如
停
船
招
商
撹
貨
。
許
験
装
及
巡
城
御
史
等
官
。
怒
一
嘉
一
法
司
。
連
小
甲
・
客
商
。

倶
照
例
問
案
。
貨
物
入
官。

若
非
塵
捕
之
人
捕
護
者
。



貨
物
給
賞
。
仰
賂
管
運
内
官
参
奏
定
奪
。

と
あ
り
、

・次
い
で
、

(
所
)

弘
治
十
三
年
議
准
。
凡
責
船
附
搭
客
貨
。
及
爽
幣
私
物
者
。
小
甲
・
客
商
人
等
。
倶
間
諜
極
謹
衛
分
。
永
遠
充
軍
。

人
等
)
若
止
是
空
身
附
搭
者
。
連
小
甲
。
倶
設
附
近
充
軍
。

⑮
 

と
あ
る
よ
う
に
、
責
船
を
管
運
す
る
の
は
内
官
で
あ
り
、
乗
組
員
は
錦
衣
衡
な
ど
の
兵
丁
で
あ
り
、
ま
た
か
れ
ら
自
身
、

人
と
の
提
携
に
よ
っ
て
商
貨

・
私
貨
を
搭
載
し
、
時
に
は
自
ら
乗
船
し
て
、
秘
か
に
禁
を
犯
し
て
利
を
貧
る
不
正
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か

も
文
中
に
「
責
・
馬
快
船
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、
寅
船
と
馬
快
船
と
が
一
括
し
て
記
さ
れ
、
そ
の
運
営

・
用
途
等
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
か
の
印

象
を
興
え
る
が
、
事
賞
、
ま
こ
舜
山
堂
別
集
谷
九
中
官
考
四
に
、

T

B

三

〔
弘
治
十
四
年
〕
閏
七
月
。
御
用
監
王
瑞
等
賓
迭
玄
武
神
像
。
之
武
嘗
山
。
奏
帯
随
行
官
舎
勇
士
人
匠
八
十
徐
人
。
及
用
黄

・
馬
快
船
六

十
飴
眼
。

と
あ
っ
て
同
一
用
途
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
き
く
見
て
、
宮
中
物
資
の
轍
迭
と
い
う
意
味
で
は
、

資
船
の
生

鮮
品
で
も
馬
快
船
の
貢
献
品
で
も
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
た
記
述
で
あ
っ
て
、
南
者
の
す
べ
て
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
あ
ろ

(
貨
物
入
官
。
客
商

支
t主
力、

れ 民
ら
と
商
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ぅ
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
船
は
、
南
京
太
常
寺
へ
の
生
鮮
食
品
を
運
ぶ
た
め
に
用
い
ら
れ
、
太
常
寺
が
直
接
用
い
る
も
の
と
、
錦
衣
衡
な
ど
に
属

す
る
も
の
と
が
あ
り
、
大
き
さ
に
も
大
小
二
種
が
あ
っ
て
も
、
穂
数
は
比
較
的
少
く
、
内
官
の
支
配
の
も
と
に
、
時
に
は
貧
利
の
不
正
を
働
く

」
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

八

結
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大
明
曾
典
等
に
騨
遁
制
下
の
一
施
設
と
，し
て
記
さ
れ
て
い
る
馬
快
船
は
、
初
め
兵
船
と
し
て
南
京
の
防
衛
に
嘗

っ
た
が
、
北
京
遷
都
後
は、

貢
献
物
を
主
と
す
る
官
用
物
資
の
職
選
と
、
使
臣
高
官
の
迎
迭
と
レ
う
二
つ
の
役
割
を
も

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
役
割
か
ら
見
た
場
合
、
遷
都
前



遷
都
後
に
は
快
船
・
馬
船
・
糞
船
・
紅
船
と
、
互
い
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

は
、
馬
快
船
が
純
然
た
る
兵
船
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、
快
飢
加
は
丘
(
防
及
び
官
用
物
資
轍
迭
の
南
面
に
従
っ
て
い
た
黙
で
相
違
が
見
ら
れ
、
遷
都

後
に
お
い
て
は
、
馬
快
船
の
使
臣
高
官
の
遡
迭
に
従
う
役
割
は
、
馬
快
船
を
他
の
諸
船
と
裁
然
と
区
別
し
て
い
た
。
文
、
官
用
物
資
総
選
の
役

割
で
も
、
馬
快
船
の
そ
れ
は
主
に
貢
献
物
で
あ
っ
た
の
に
針
し
、
快
船
・
馬
船
は
一
般
官
用
物
資
の
直
接
職
選
、
紅
船
は
そ
の
遁
選
、
黄
船
は

南
京
太
常
寺
用
の
生
鮮
食
品
稔
迭
、
馬
船
は
他
に
一
貫
し
て
西
南
馬
匹
の
稔
迭
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
た
と
い
う
遠
い
が
あ
る
。
そ
し
て
紅

船
以
外
は
、
そ
の
穂
数
は
次
第
に
減
少
し
た
が
、
馬
快
船
は
馬
船

・
快
船
・
黄
船
の
合
計
数
に
匹
敵
す
る
約
一
千
隻
を
保
っ
て
い
た
。
そ
の
乗

組
員
は
衛
所
軍
士
で
、
騨
船
・
紅
船
の
力
差
叉
は
銀
差
に
よ
る
も
の
と
は
異
り
、
騨
遁
制
下
の
船
隻
と
し
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
、

か
れ
ら

は
。
勢
豪
の
人
。
と
く
に
内
官
と
商
人
と
の
結
託
の
も
と
に
、

本
来
の
職
、
途
物
資
が
少
量
な
の
に
、
多
く
の
船
隻
を
出
動
さ
せ
て
、
商
品
の

稔
迭
に
従
っ
た
の
で
、
馬
快
船
は
漕
船
と
同
じ
よ
う
に
、
嘗
時
の
商
品
流
通
の
一
翼
を
荷
っ
て
い
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
そ

の
商
品
は
量
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
に
し
て
も
、
質
に
お
い
て
は
高
級
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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に
は
快
船
と
、

①註

貫
録
洪
武
十
七
年
十
二
月
庚
申
の
傑
に
見
え
、
曾
曲
円
の
洪
武
十
年
と
は

合
致
し
な
い
が
、
引
用
文
中
の
「
:
:
:
以
備
縛
運
」
ま
で
記
さ
れ
て
い

ス
v
。

② 

そ
れ
以
前
は
各
地
の
責
任
に
お
い
て
運
営
さ
れ
た
ら
し
く
、
貫
録
洪
武

二
十
四
年
正
月
庚
午
の
傑
に
、
賜
岳
州
・
飾
州
・
太
卒
・
剤
州
・
武
昌

・
安
廃
馬
船
夫
五
百
除
人
。
紗
各
三
錠
。
と
あ
り
、
十
一
月
己
酉
の
係

に
、
賜
安
慶
・
九
江
・
武
昌
運
車
内
船
夫
六
百
徐
人
。
紗
各
三
錠
。
と
あ

る
よ
う
に
、
民
夫
に
時
折
、
賜
紗
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
。

乙
の
隻
徴
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
に
お
い
て
詳
述
。

皇
明
経
世
文
編
轡
九
四
、
柴
司
馬
奏
疏
所
牧
「
題
翁
陳
言
放
時
弊
。
以

①③  

遷
都
前
に
お
い
て
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⑦⑤③  

同情的施盗
事。
」
中
の
一
節
。

皇
朝
経
世
文
編
出
世
四
七
所
牧
。

王
折
の
績
文
献
通
考
巻
一

0
0、
馬
快
船
事
例
に
よ
る
。

同
じ
文
は
、
高
暦
品
回
曲
問
答
一
四
八
に
は
、
成
化
十
六
年
の
題
准
と
し
て

見
え
る
。

同
書
問
答
の
先
に
引
用
し
た
島原泰
七
年
に
お
け
る
快
船
の
箪
徐
四
名
と

い
う
記
事
に
比
較
す
れ
ば
十
名
櫓
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
名
の
誤
で
あ

ろ
〉
つ
。

同
文
が
王
折
の
績
文
献
通
考
倉

一
0
0、
馬
快
船
事
例
に
も
見
え
る
。

貫
録
天
順
二
年
十
月
壬
午
の
僚
に
、
ほ
ぽ
同
文
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
京
師
で
調
達
で
き
る
物
資
は
逮
運

③ @⑬③  
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⑬⑫  

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
論
も
行
わ
れ
て
い
た
。
寅
録
成
化
六
年
二
月

乙
亥
の
僚
に
、
一
。
南
京
馬
快
船
往
往
利
人
偏
直
之
賞
。
所
級
官
物
価
州

多
。
而
私
貨
倍
之
。
治
途
擾
民
。
其
弊
不
一
。
自
今
。
乞
議
所
司
禁

約
。
巡
河
御
史
糾
察
。
凡
所
載
如
馬
糟
之
類
。
止
令
工
部
自
造
。
館
南

京
鱒
迭
。
と
あ
り
、
成
化
八
年
五
月
甲
辰
の
係
に
は
、
叉
馬
快
船
。
本

気
進
貢
而
設
。

近
年
以
載
馬
槽
板
材
不
急
之
物
。
治
途
騒
擾
。
今
宜
止

載
上
供
器
服
。
薦
新
品
味
。
其
馬
糟
等
物
。
在
京
各
廠
。
自
有
木
料
。

宜
就
彼
造
之
。
と
あ
る
。
筒
、
本
文
に
引
用
し
た
正
徳
曾
典
・
王
折
綴

文
献
通
考
の
記
事
中
に
見
え
る
小
甲
は
、
夫
甲
・
丁
夫
の
類
で
、
快
船

の
随
船
小
甲
や
修
船
小
甲
と
は
異
る
も
ー
の
で
あ
ろ
う
。

前
註
に
ひ
い
た
貫
録
及
び
第
六
節
の
初
め
に
ひ
い
た
園
朝
典
舞
の
文
。

禽
山
蛍
別
柴
容
九
七
中
官
考
八
に
も
同
主
旨
の
文
が
見
え
る
。
な
お
、

⑬ 

括
狐
内
の
字
句
は
異
聞
の
部
分
で
あ
る
。

遜
運
所
に
配
置
さ
れ
て
い
た
馬
船
は
、
・
西
南
馬
匹
の
輸
迭
に
嘗
る
紙
述

の
馬
船
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
る
。

貫
録
天
順
六
年
二
月
丙
寅
の
僚
に
、
増
進
薦
新
資
船
十
二
隻
。
従
南
京

守
備
太
監
懐
忠
等
奏
也
。

と
あ
っ
て
も
、
線
数
三
十
徽
隻
を
出
で
な

王
折
の
綴
文
献
通
考
悠
一

O
O
馬
快
船
事
例
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
見
え

る
。
括
弧
内
の
字
句
は
そ
の
異
同
で
あ
る
。
文
中
の
小
甲
は
夫
甲

・
丁

夫
・
軍
夫
の
意
で
あ
ろ
う
。
@
の
末
尾
参
照
。

〔
本
稿
は
昭
和
四
十
一
年
度
文
部
省
科
祭
研
究
費
〈
総
合
研
究

「
中
園

産
業
史
の
研
究
」
t

〉
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
〕

⑬ ⑬ 
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